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は

じ

め

に

本
稿
の
目
的
は
、
国
際
法
学
に
お
け
る
軍
縮
の
内
容
お
よ
び
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
軍
縮
問
題
の
歴
史
的

発
展
を
概
観
し
、
次
に
国
際
法
上
の
軍
縮
の
概
念
と
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
国
際
法
体
系
内
で
の
軍
縮
の
位
置
を
明
確
に
し
、

国
際
の
平
和
と
安
全
に
向
け
た
努
力
の
中
で
の
軍
縮
の
意
義
を
検
討
す
る
。

論 説
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一

軍
縮
問
題
の
歴
史
的
発
展

１

二
〇
世
紀
の
初
め
ま
で
―
思
想
的
背
景
と
政
治
的
主
張

近
代
国
際
社
会
の
成
立
と
と
も
に
、
一
七
世
紀
の
宗
教
戦
争
が
特
に
破
壊
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
一
八
世
紀
に
兵
器
が
ま
す
ま

す
殺
傷
力
を
増
し
た
こ
と
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
家
が
国
際
平
和
計
画
を
提
案
し
、
そ
こ
で
軍
縮
の
重
要
性
を
強
調

し
た
。
そ
れ
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
平
和
を
維
持
す
る
た
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
な
ど
国
際
社
会
の
組
織
化
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
中
で
軍
縮
の
重
要
性
に
初
め
て
言
及
し
た
の
は
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ペ
ン
に
よ
る
一
六
九
三
年
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
将
来
の
平
和
の

た
め
の
計
画
」
で
あ
る
。
ま
た
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
ベ
ン
タ
ム
は
、
一
七
八
九
年
の
「
普
遍
的
か
つ
恒
久
的
平
和
の
た
め
の
計
画
」
に
お
い

て
、
海
軍
力
の
制
限
や
兵
力
の
制
限
な
ど
軍
縮
の
問
題
に
直
接
言
及
し
て
い
る
。

(

�)

さ
ら
に
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ
ン
ト
は
一
七
九
五
年
の

「
恒
久
平
和
の
た
め
に
」
に
お
い
て
、
諸
国
家
間
の
恒
久
平
和
の
た
め
の
予
備
条
項
の
第
三
に
お
い
て
、「
常
備
軍
は
、
時
と
と
も
に

全
廃
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
常
備
軍
は
い
つ
で
も
武
装
し
て
出
撃
す
る
準
備
を
整
え
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ほ
か

の
諸
国
を
た
え
ず
戦
争
の
脅
威
に
さ
ら
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
常
備
軍
が
刺
戟
と
な
っ
て
、
た
が
い
に
無
際
限
な
軍
備
の
拡
大
を
競

う
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
に
費
や
さ
れ
る
軍
事
費
の
増
大
で
、
つ
い
に
は
平
和
の
方
が
短
期
の
戦
争
よ
り
も
い
っ
そ
う
重
荷
に
な
り
、

こ
の
重
荷
を
逃
れ
る
た
め
に
、
常
備
軍
そ
の
も
の
が
先
制
攻
撃
の
原
因
と
な
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

(

�)

こ
れ
ら
の
思
想
的
背
景

は
、
そ
の
後
の
軍
縮
の
進
展
に
対
し
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
。

現
実
の
国
際
政
治
に
お
い
て
も
、
一
七
六
六
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
提
案
、
一
八
一
七
年
の
ロ
シ
ア
皇
帝
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
一
世
の
提

案
、
一
八
六
三
年
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
提
案
、
一
八
七
〇
年
の
英
外
相
ク
ラ
レ
ン
ド
ル
卿
の
提
案
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
軍
縮
提
案
が
出

さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
成
功
し
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
の
唯
一
の
成
功
例
は
、
一
八
一
七
年
の
ラ
ッ
シ
ュ
・
パ
ゴ
ッ
ト
協
定
で
あ
る
。

軍縮国際法
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こ
の
協
定
は
、
米
国
と
英
国
と
の
間
に
お
い
て
、
五
大
湖
に
保
有
す
る
海
軍
兵
力
の
制
限
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
世
紀
に
顕
著
で
あ
っ
た
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
英
国
お
よ
び
米
国
に
お
い
て
平
和
団
体
が
結
成
さ
れ
、
同
様
の
も
の
が
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
各
国
に
作
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
団
体
は
国
際
平
和
の
追
求
を
目
的
と
し
、
そ
の
主
要
な
手
段
の
一
つ
と
し
て
軍
縮
を

強
調
す
る
も
の
で
あ
り
、
漸
進
的
、
相
互
的
、
同
時
的
に
兵
力
の
制
限
を
提
唱
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
般
的
な
軍
縮
の
た
め
の
国
際
会
議
が
招
集
さ
れ
た
最
初
の
も
の
は
、
一
八
九
九
年
の
第
一
回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
で
あ
る
。
一
八
九

八
年
八
月
の
ロ
シ
ア
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世
が
発
し
た
詔
書
で
は
、「
普
遍
的
平
和
の
維
持
お
よ
び
過
剰
軍
備
の
可
能
な
削
減
は
、
す
べ

て
の
政
府
の
努
力
が
向
け
ら
れ
る
べ
き
理
想
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
皇
帝
政
府
は
、
真
の
永
続
す
る
平
和
の
祝
福
を
す
べ
て
の
人
々
に
保
証

し
、
特
に
現
存
軍
備
の
漸
進
的
開
発
を
制
限
す
る
最
も
有
効
な
手
段
を
、
国
際
的
協
議
に
よ
っ
て
求
め
る
の
に
今
は
最
も
ふ
さ
わ
し
い

時
期
で
あ
る
と
考
え
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
軍
縮
に
大
き
な
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。

ま
た
会
議
の
議
題
に
お
い
て
も
、
現
在
の
陸
軍
、
海
軍
お
よ
び
そ
れ
ら
の
予
算
を
増
加
さ
せ
な
い
と
い
う
了
解
、
陸
軍
お
よ
び
海
軍

に
お
い
て
新
た
な
兵
器
や
新
た
な
爆
発
物
の
採
用
の
禁
止
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
会
議
は
軍
縮
に
関
し
て
何
ら
の
合

意
に
も
達
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
九
〇
七
年
の
第
二
回
ハ
ー
グ
会
議
は
、
議
題
に
軍
縮
を
含
ん
で
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
会
議
は
、

国
際
社
会
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
国
家
が
参
加
し
、
国
際
平
和
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
条
約
作
成
を
企
て
た
き
わ
め
て
重
要
な
会
議
で
あ
り
、

軍
縮
に
つ
い
て
は
合
意
で
き
な
か
っ
た
が
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
お
よ
び
戦
時
国
際
法
に
つ
い
て
は
多
く
の
条
約
の
採
択
に
成
功
し
て

い
る
。

こ
の
時
期
の
軍
縮
問
題
は
、
思
想
家
が
軍
縮
問
題
の
重
要
性
を
さ
ま
ざ
ま
指
摘
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
現
実
の
国
際
社
会
に
お
い

て
国
家
が
軍
縮
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
軍
縮
が
実
現
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
例
外
的
で
あ
り
、
実
定
国
際
法
と
し
て
は

ま
だ
ほ
と
ん
ど
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
。

論 説
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２

国
際
連
盟
の
時
期
―
軍
備
の
制
限
と
削
減

一
九
一
四
年
に
開
始
さ
れ
た
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
新
た
な
種
類
の
総
力
的
な
戦
争
で
あ
り
、
き
わ
め
て
多
く
の
死
傷
者
を
出
し
、

国
際
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
ま
た
こ
の
戦
争
は
、
軍
拡
競
争
を
放
置
し
た
こ
と
が
そ
の
勃
発
の
主
要
な
原
因
で
あ
る
と
一
般

に
考
え
ら
れ
た
た
め
、
戦
争
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
軍
備
の
制
限
、
削
減
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

結
果
、
一
九
二
〇
年
代
お
よ
び
三
〇
年
代
に
は
、
軍
縮
に
多
く
の
努
力
が
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
一
八
年
一
月
に
米
国
大
統
領
ウ
ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
世
界
平
和
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
一
四
項
目
を
示
し
た

が
、
そ
の
第
四
項
目
は
、「
各
国
の
軍
備
は
、
国
内
の
安
全
に
一
致
す
る
最
低
限
度
ま
で
削
減
さ
れ
る
と
い
う
保
証
を
相
互
に
交
換
す

べ
き
で
あ
る
」
と
、
大
幅
な
軍
縮
を
提
唱
し
て
い
た
。

こ
の
内
容
は
、
国
際
連
盟
規
約
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
そ
の
第
八
条
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

１

連
盟
国
ハ
、
平
和
維
持
ノ
為
ニ
ハ
、
其
ノ
軍
備
ヲ
国
ノ
安
全
及
国
際
義
務
ヲ
共
同
動
作
ヲ
以
テ
ス
ル
強
制
ニ
支
障
ナ
キ
最
低
限

度
迄
縮
少
ス
ル
ノ
必
要
ア
ル
コ
ト
ヲ
承
認
ス
。

２

連
盟
理
事
会
ハ
、
各
国
政
府
ノ
審
議
及
決
定
ニ
資
ス
ル
為
、
各
国
ノ
地
理
的
地
位
及
諸
般
ノ
事
情
ヲ
参
酌
シ
テ
、
軍
備
縮
少
ニ

関
ス
ル
案
ヲ
作
成
ス
ヘ
シ
。

こ
の
よ
う
に
、
連
盟
規
約
に
お
い
て
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響
が
大
き
く
作
用
し
、
国
際
平
和
の
維
持
の
一
手
段
と
し
て
軍
縮

に
対
し
て
き
わ
め
て
重
要
な
地
位
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
に
は
国
際
連
盟
に
お
い
て
は
一
般
軍
縮
の
交
渉
が
、
連
盟
外
で
は
主
要

国
間
で
海
軍
軍
縮
交
渉
が
行
わ
れ
た
。

国
際
連
盟
に
お
け
る
軍
縮
交
渉
は
、
ま
ず
世
界
軍
縮
会
議
（
軍
備
の
削
減
お
よ
び
制
限
の
た
め
の
会
議
）
の
準
備
委
員
会
が
一
九
二

五
年
に
設
置
さ
れ
、
五
年
の
作
業
の
後
一
九
三
〇
年
一
二
月
に
条
約
案
を
作
成
し
た
。
そ
の
第
一
条
は
、「
締
約
国
は
、
本
条
約
に
規

軍縮国際法
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定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
軍
備
を
制
限
し
、
可
能
な
限
り
削
減
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
」
と
規
定
し
、
陸
海
空
す
べ
て
の

兵
力
お
よ
び
軍
備
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
世
界
軍
縮
会
議
は
、
一
九
三
二
年
二
月
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
、
五
九
カ
国
が
参

加
し
た
。
会
議
は
主
と
し
て
軍
縮
と
安
全
保
障
の
関
係
に
関
す
る
議
論
で
対
立
し
、
一
九
三
三
年
一
〇
月
に
ド
イ
ツ
が
軍
縮
会
議
お
よ

び
国
際
連
盟
か
ら
の
脱
退
を
声
明
し
た
た
め
、
会
議
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

他
方
、
一
九
二
二
年
二
月
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
締
結
さ
れ
た
「
海
軍
軍
備
制
限
条
約
」
は
、
英
国
、
米
国
、
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ

リ
ア
の
主
力
艦
す
な
わ
ち
戦
艦
お
よ
び
航
空
母
艦
の
そ
れ
ぞ
れ
を
総
ト
ン
数
で
制
限
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
割
合
は
、
五
、
五
、
三
、

一
・
六
七
、
一
・
六
七
で
あ
る
。
こ
れ
は
主
要
国
が
交
渉
に
よ
り
成
立
さ
せ
た
最
初
の
軍
縮
条
約
で
あ
り
、
現
存
の
船
舶
あ
る
い
は
建

造
中
の
船
舶
の
廃
棄
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
三
〇
年
四
月
に
ロ
ン
ド
ン
で
締
結
さ
れ
た
「
海
軍
軍
備
制
限
・
削
減
条
約
」
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
の
原
則
を
補
助
艦
に
も
適

用
す
る
も
の
で
、
米
国
、
英
国
、
日
本
の
み
が
署
名
し
た
第
三
部
で
は
、
巡
洋
艦
と
駆
逐
艦
は
約
五
、
五
、
三
、
潜
水
艦
は
同
等
に
制

限
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
軍
縮
問
題
は
、
連
盟
規
約
の
規
定
に
よ
り
軍
縮
の
重
要
性
が
法
的
に
も
認
識
さ
れ
、
一
般
的
軍
縮
を
目
指
し
て
長
期
の

交
渉
が
実
施
さ
れ
た
が
、
合
意
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
実
定
国
際
法
と
し
て
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
個
別
的
軍
縮
と
し
て
、

海
軍
軍
備
の
制
限
お
よ
び
削
減
に
関
し
て
実
定
国
際
法
が
存
在
し
て
い
た
。

３

国
連
の
初
期
―
核
兵
器
廃
絶
と
全
面
完
全
軍
縮
の
主
張

広
島
お
よ
び
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
以
前
に
作
成
さ
れ
た
国
連
憲
章
は
、
集
団
的
安
全
保
障
を
重
視
し
、
連
盟
規
約
ほ
ど
に
は
軍
縮
を

重
視
し
て
い
な
い
。
憲
章
第
一
一
条
は
、「
総
会
は
、
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
に
つ
い
て
の
協
力
に
関
す
る
一
般
原
則
に
つ
い
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て
、
軍
備
縮
少
及
び
軍
備
規
制
を
律
す
る
原
則
を
含
め
て
、
審
議
し
、
…
…
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
、
第
二
六
条
は
、

「
…
…
安
全
保
障
理
事
会
は
、
軍
備
規
制
の
方
式
を
確
立
す
る
た
め
国
際
連
合
加
盟
国
に
提
出
さ
れ
る
計
画
を
、
…
…
作
成
す
る
責
任

を
負
う
」
と
規
定
し
て
い
る
。

(

�)
軍
縮
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
こ
の
よ
う
に
大
き
く
異
な
る
理
由
の
一
つ
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
そ
れ
以
前
の
軍
備
競
争
の
結
果

と
し
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
の
に
対
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
は
主
要
国
が
十
分
な
軍
事
力
を
保
持
し
て
い
た
ら
避
け
ら
れ
た
と
一
般
に
考

え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
実
に
は
広
島
お
よ
び
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
連
は
特
に
核
兵
器
に
よ
る
被
害
の
大
き
さ
に
影
響

さ
れ
、
ま
ず
原
子
力
の
管
理
の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。
国
連
総
会
の
最
初
の
決
議
一
（
Ⅰ
）
は
一
九
四
六
年
一
月
に
採
択
さ
れ
、
原
子

力
委
員
会
（A

to
m

ic
E

n
e

rg
y

C
o

m
m

issio
n

）
の
設
置
を
定
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
委
員
会
の
付
託
事
項
に
は
、
原
子
力
の
管
理
と
核

兵
器
の
廃
棄
の
た
め
の
提
案
の
作
成
が
含
ま
れ
て
い
た
。
米
国
と
ソ
連
は
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
提
案
を
示
し
た
が
、
核
兵
器
の
廃
棄
を
優

先
す
る
ソ
連
と
核
兵
器
の
管
理
を
優
先
す
る
米
国
の
対
立
の
た
め
、
実
質
的
な
進
展
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
国
連
総
会
は
、
一
九
四
六
年
一
二
月
に
軍
備
お
よ
び
兵
力
の
全
面
的
規
制
と
縮
小
の
た
め
の
通
常
軍
備
委
員
会
（C

o
m

m
is-

sio
n

fo
r

C
o

n
v

e
n

tio
n

al
A

rm
am

e
n

ts

）
を
設
置
し
た
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
委
員
会
は
一
九
五
二
年
一
月
に
統
合
さ
れ
て
軍
縮
委
員
会

（D
isarm

am
e

n
t

C
o

m
m

issio
n

）
と
な
り
、
兵
力
、
通
常
兵
器
、
核
兵
器
を
含
む
包
括
的
軍
縮
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
五
〇
年
代
の
終
わ
り
か
ら
六
〇
年
代
の
初
め
に
か
け
て
、
全
面
完
全
軍
縮
と
い
う
問
題
が
国
連
に
お
い
て
、
ま
た
新
た
に
設
置

さ
れ
た
一
八
カ
国
軍
縮
委
員
会
（E

ig
h

te
e

n
N

atio
n

s
C

o
m

m
itte

e
o

n
D

isarm
am

e
n

t

）
に
お
い
て
審
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一

九
五
九
年
の
国
連
総
会
決
議
は
、
全
面
完
全
軍
縮
の
問
題
は
、
今
日
の
世
界
が
直
面
す
る
最
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
し
、
各
国
政
府

に
対
し
、
こ
の
問
題
の
建
設
的
解
決
を
達
成
す
る
た
め
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
な
す
よ
う
要
請
し
た
。
ソ
連
と
米
国
は
そ
れ
ぞ
れ
、
自
国
の

軍縮国際法



(阪大法学) 56 (6 8) 1330 [2007.3]

全
面
完
全
軍
縮
提
案
を
条
約
案
の
形
で
提
出
し
、
一
九
六
一
年
九
月
に
は
、
米
ソ
は
全
面
完
全
軍
縮
交
渉
の
原
則
に
合
意
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
軍
縮
問
題
は
、
核
兵
器
の
出
現
を
契
機
と
し
て
国
連
を
中
心
に
積
極
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
。
ま

た
一
般
的
軍
縮
の
方
向
が
模
索
さ
れ
、
後
に
は
全
面
完
全
軍
縮
の
追
求
と
い
う
形
で
交
渉
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
条
約
作
成
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。

４

冷
戦
期
―
軍
備
管
理

軍
備
の
制
限
と
禁
止

一
九
六
〇
年
代
に
入
り
、
軍
縮
問
題
は
現
実
に
可
能
な
個
別
的
な
問
題
の
検
討
に
移
行
し
て
い
っ
た
。
そ
の
最
初
の
成
果
は
、
一
九

六
三
年
の
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
（
Ｐ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
）
で
あ
り
、
対
立
関
係
に
あ
る
米
英
・
ソ
間
で
、
放
射
能
汚
染
を
撒
き
散
ら
す
大
気

圏
内
核
実
験
を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
下
核
実
験
に
移
行
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
共
に
、
核
兵
器
の
拡
散
防
止
、
す
な
わ
ち
新

た
な
核
兵
器
国
の
出
現
の
防
止
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
拡
散
防
止
の
努
力
は
、
さ
ら
に
一
九
六
八
年
の
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ

Ｐ
Ｔ
）
の
締
結
へ
と
繋
が
っ
て
い
っ
た
。
核
不
拡
散
条
約
は
、
当
時
す
で
に
核
兵
器
を
保
有
し
爆
発
さ
せ
て
い
た
五
国
（
米
国
、
ロ
シ

ア
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
）
に
核
兵
器
国
の
地
位
を
承
認
し
、
そ
の
他
の
す
べ
て
の
国
家
を
非
核
兵
器
国
と
定
義
し
、
後
者
に
よ

る
核
兵
器
の
取
得
ま
た
は
生
産
を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
基
礎
に
、
米
ソ
は
二
国
間
で
戦
略
兵
器
制
限
交
渉
（
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
開
始
し
、
一
九
七
二
年
に
は
、
対
弾
道
ミ
サ
イ
ル

（
Ａ
Ｂ
Ｍ
）
条
約
お
よ
び
戦
略
攻
撃
兵
器
制
限
（
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ⅰ
）
暫
定
協
定
を
締
結
し
、
防
御
兵
器
の
展
開
を
厳
格
に
制
限
し
、
攻
撃

兵
器
を
現
状
凍
結
的
に
制
限
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
こ
れ
ら
は
米
ソ
間
の
相
互
確
証
破
壊
（
Ｍ
Ａ
Ｄ
）
状
態
の
維
持
・
強
化
を
目
指

す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
延
長
線
上
で
一
九
七
九
年
に
戦
略
攻
撃
兵
器
制
限
（
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ⅱ
）
条
約
が
署
名
さ
れ
、
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ

ル
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ)

、
潜
水
艦
発
射
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
）
お
よ
び
爆
撃
機
に
対
し
て
、
詳
細
な
制
限
あ
る
い
は
上
限
設
定
を
課
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す
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
米
国
に
お
い
て
、
軍
縮
で
は
な
く
軍
備
管
理
と
い
う
用
語
が
好
ん
で
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
は
特

に
敵
対
的
な
関
係
に
あ
る
米
ソ
間
に
お
い
て
、
軍
備
の
縮
小
は
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
両
国
の
軍
備
を
制
限
し
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、

核
戦
争
の
勃
発
の
危
険
を
最
小
限
に
し
、
仮
に
戦
争
が
起
こ
っ
て
も
そ
の
損
害
を
限
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
軍
備
競
争
の
無
制
限

な
進
展
を
管
理
し
つ
つ
、
米
ソ
間
の
戦
略
的
安
定
性
を
維
持
・
強
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
時
期
に
、
い
か
な
る
国
家
の
領
域
で
も
な
い
環
境
、
す
な
わ
ち
国
際
公
域
に
お
い
て
軍
備
競
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
の

を
あ
ら
か
じ
め
防
止
す
る
た
め
の
措
置
が
合
意
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
一
九
五
九
年
に
南
極
条
約
が
署
名
さ
れ
、
南
極
で
は
あ
ら
ゆ
る
軍

事
的
活
動
が
禁
止
さ
れ
、
非
軍
事
化
が
定
め
ら
れ
、
次
に
、
一
九
六
七
年
の
宇
宙
条
約
で
は
、
天
体
の
非
軍
事
化
と
宇
宙
空
間
の
非
核

化
が
規
定
さ
れ
、
一
九
七
二
年
の
海
底
非
核
化
条
約
で
は
、
一
二
海
里
以
遠
の
海
底
が
非
核
化
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
一
九
七
九
年
に

は
月
協
定
が
署
名
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
わ
ゆ
る
国
際
公
域
の
非
軍
事
化
ま
た
は
非
核
化
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に
お

け
る
軍
事
的
利
用
を
前
も
っ
て
禁
止
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
際
法
に
よ
る
予
防
的
規
制
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
核
兵
器
の
不
拡
散
と
関
係
し
つ
つ
、
地
域
の
安
全
を
強
化
す
る
試
み
と
し
て
、
核
兵
器
が
全
く
存
在
し
な
い
地
域
を
設
定

す
る
非
核
兵
器
地
帯
と
し
て
、
一
九
六
七
年
に
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
核
兵
器
禁
止
条
約
（
ト
ラ
テ
ロ
ル
コ
条
約
）
が
、
一
九
八
五
年
に

は
南
太
平
洋
非
核
地
帯
条
約
（
ラ
ロ
ト
ン
ガ
条
約
）
が
署
名
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
地
域
の
安
全
保
障
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
地
域
諸
国

の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
る
も
の
で
、
核
不
拡
散
体
制
を
補
完
し
強
化
す
る
と
と
も
に
、
核
兵
器
国
の
核
兵
器
の
配
備
を
拒
否
す
る
こ

と
に
よ
り
、
大
国
間
の
対
立
に
起
因
す
る
核
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
を
避
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
一
九
七
二
年
に
生
物
兵
器
禁
止
条
約
（
Ｂ
Ｗ
Ｃ
）
が
署
名
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
生
物
兵
器
の
開
発
、
生
産
、
貯
蔵
を
禁
止
し
、

保
有
す
る
生
物
兵
器
を
九
カ
月
以
内
に
廃
棄
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
生
物
兵
器
の
軍
事
的
有
用
性
は
疑
問
視
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さ
れ
て
い
た
た
め
、
比
較
的
容
易
に
条
約
が
作
成
さ
れ
た
。

こ
の
時
期
の
軍
縮
問
題
は
、
一
般
的
な
も
の
か
ら
個
別
的
な
も
の
に
交
渉
が
移
っ
た
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
で
軍
縮
に
関
連
す
る

条
約
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
時
期
の
軍
縮
関
連
条
約
の
基
本
的
な
性
質
は
軍
備
管
理
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
米
ソ
間
の

戦
略
的
安
定
性
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
非
核
兵
器
地
帯
の
設
置
や
国
際
公
域
に
お
け
る
非
軍
事
化
や
非
核
化

な
ど
、
新
た
な
軍
備
競
争
の
開
始
を
前
も
っ
て
防
止
す
る
と
い
う
予
防
的
な
措
置
が
多
く
と
ら
れ
た
。
ま
た
生
物
兵
器
に
つ
い
て
は
全

面
禁
止
お
よ
び
廃
棄
が
合
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
は
実
定
国
際
法
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
条
約
が
個
別
的
軍
縮
に

関
連
し
て
作
成
さ
れ
た
。

５

ポ
ス
ト
冷
戦
期
―
軍
縮
と
不
拡
散

一
九
九
〇
年
前
後
に
冷
戦
が
終
結
し
た
こ
と
に
よ
り
、
米
ソ
の
対
立
、
東
西
の
対
立
が
消
滅
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
軍
縮
の
側
面
で
大

き
な
進
展
が
見
ら
れ
た
。
ま
ず
冷
戦
終
結
直
前
の
一
九
八
七
年
に
中
距
離
核
戦
力
（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
）
条
約
が
締
結
さ
れ
、
そ
の
後
三
年
間
に

米
ソ
は
保
有
す
る
地
上
配
備
の
中
距
離
核
戦
力
を
全
廃
し
た
。

さ
ら
に
冷
戦
終
結
後
の
一
九
九
一
年
に
は
米
ソ
の
戦
略
核
弾
頭
を
約
半
減
し
、
六
〇
〇
〇
に
削
減
す
る
と
い
う
第
一
次
戦
略
兵
器
削

減
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅰ
）
条
約
が
署
名
さ
れ
、
ソ
連
の
崩
壊
に
伴
い
、
一
九
九
二
年
に
そ
の
議
定
書
が
作
成
さ
れ
、
米
国
、
ロ
シ
ア
、
ベ

ラ
ル
ー
シ
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
五
カ
国
間
条
約
と
な
り
、
二
〇
〇
一
年
ま
で
に
削
減
が
す
べ
て
実
施
さ
れ
た
。
一
九
九

三
年
に
第
二
次
戦
略
兵
器
削
減
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
）
条
約
が
署
名
さ
れ
、
さ
ら
に
三
〇
〇
〇
―
三
五
〇
〇
に
削
減
す
る
こ
と
が
合
意
さ

れ
た
。
国
際
安
全
保
障
環
境
の
影
響
も
あ
り
、
こ
の
条
約
は
発
効
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
二
年
に
、
戦
略
核
弾
頭
を
二
〇
一

二
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
に
一
七
〇
〇
―
二
二
〇
〇
に
削
減
す
る
と
い
う
戦
略
攻
撃
力
削
減
（
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
）
条
約
が
署
名
さ
れ
、
発
効
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し
実
施
さ
れ
て
い
る
。

冷
戦
の
終
結
に
よ
り
、
核
兵
器
国
間
の
軍
備
競
争
を
停
止
す
る
方
向
を
目
指
す
も
の
と
し
て
、
冷
戦
期
に
は
約
二
〇
〇
〇
回
も
実
施

さ
れ
た
核
実
験
を
包
括
的
に
禁
止
す
る
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約
（
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
）
が
一
九
九
六
年
に
署
名
さ
れ
た
。
こ
の
条
約
は
ま
だ

発
効
し
て
い
な
い
。

冷
戦
の
終
結
に
よ
る
欧
州
で
の
安
全
保
障
環
境
の
大
幅
な
変
化
を
受
け
て
、
一
九
九
〇
年
に
は
欧
州
通
常
戦
力
（
Ｃ
Ｆ
Ｅ
）
条
約
が

締
結
さ
れ
、
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
と
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
通
常
戦
力
を
よ
り
低
い
レ
ベ
ル
で
均
衡
さ

せ
る
こ
と
に
合
意
さ
れ
た
。
一
九
九
二
年
に
条
約
は
発
効
し
た
が
、
ソ
連
の
崩
壊
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
東
方
拡
大
な
ど
の
新
た
な
状
況
に
対

応
す
る
た
め
、
一
九
九
九
年
に
Ｃ
Ｆ
Ｅ
条
約
適
合
合
意
が
署
名
さ
れ
、
軍
事
同
盟
を
単
位
と
す
る
も
の
か
ら
個
別
国
家
を
単
位
と
す
る

も
の
に
変
更
さ
れ
、
さ
ら
に
一
層
の
削
減
に
も
合
意
さ
れ
た
。

ま
た
冷
戦
終
結
を
契
機
に
米
ソ
が
世
界
的
な
軍
事
展
開
か
ら
大
幅
に
撤
退
し
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
新
た
な
非
核
兵
器
地
帯
が
設

置
さ
れ
た
。
一
九
九
五
年
に
は
東
南
ア
ジ
ア
非
核
兵
器
地
帯
条
約
（
バ
ン
コ
ク
条
約
）
が
署
名
さ
れ
、
一
九
九
六
年
に
は
ア
フ
リ
カ
非

核
兵
器
地
帯
条
約
（
ペ
リ
ン
ダ
バ
条
約
）
が
署
名
さ
れ
た
。

さ
ら
に
一
九
九
三
年
に
は
、
化
学
兵
器
の
開
発
、
生
産
、
貯
蔵
、
使
用
を
禁
止
し
そ
の
廃
棄
を
規
定
す
る
化
学
兵
器
禁
止
条
約
（
Ｃ

Ｗ
Ｃ
）
が
署
名
さ
れ
、
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
九
九
七
年
に
は
、
対
人
地
雷
の
使
用
、
貯
蔵
、
生
産
、
移
譲
を
禁
止
し
、
そ
の
廃

棄
を
規
定
す
る
対
人
地
雷
禁
止
条
約
が
署
名
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
冷
戦
終
結
を
大
き
な
契
機
と
し
て
個
別
的
軍
縮
の
領
域
で
は
大
き
な
進
展
が
見
ら
れ
、
軍
備
の
削
減
が
実
施
さ
れ
て
い

く
一
方
で
、
国
際
社
会
の
関
心
は
不
拡
散
を
重
視
す
る
方
向
に
移
行
し
て
い
っ
た
。
ま
ず
条
約
発
効
の
二
五
年
後
に
そ
の
後
の
条
約
の

期
限
を
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
は
、
一
九
九
五
年
に
そ
の
無
期
限
延
長
が
決
定
さ
れ
、
こ
の
条
約
の

軍縮国際法
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基
盤
が
強
化
さ
れ
た
。
こ
の
条
約
に
従
い
非
核
兵
器
国
に
適
用
さ
れ
て
い
た
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
保
障
措
置
が
、
イ
ラ

ク
の
核
兵
器
開
発
な
ど
で
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
そ
れ
を
強
化
す
る
た
め
の
追
加
議
定
書
の
モ
デ
ル
が
一
九
九
七
年
に
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
で
採
択
さ
れ
、
順
次
各
国
の
署
名
・
批
准
が
行
わ
れ
て
い
る
。

(

�)
冷
戦
の
終
結
を
経
験
し
た
こ
の
時
期
の
軍
縮
問
題
は
、
国
際
安
全
保
障
環
境
の
改
善
に
伴
い
、
核
兵
器
お
よ
び
通
常
兵
器
を
実
際
に

大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
、
化
学
兵
器
お
よ
び
対
人
地
雷
の
廃
棄
も
合
意
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
新
た
な
非
核
兵
器
地
帯
も
設

置
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
軍
縮
が
大
き
く
進
展
す
る
一
方
で
、
不
拡
散
の
問
題
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
不
拡
散
強
化
の
た
め

の
措
置
が
合
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
軍
備
を
実
際
に
削
減
す
る
軍
縮
が
実
定
国
際
法
と
し
て
い
く
つ
か
成
立
す
る
と
共
に
、
不

拡
散
に
関
す
る
法
的
規
制
が
強
化
さ
れ
て
い
く
時
期
で
あ
っ
た
。

二

国
際
法
上
の
軍
縮
の
概
念
と
内
容

１

軍
縮
の
伝
統
的
な
定
義

前
節
で
の
歴
史
的
発
展
を
基
礎
と
し
て
、
本
節
で
は
、
国
際
法
上
の
軍
縮
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を

持
つ
も
の
か
を
検
討
す
る
。

ま
ず
「
軍
縮
（d

isarm
am

e
n

t,
�
�����

��
�
�
	


�
��


�	�
�
�)

」
の
本
来
の
狭
義
の
意
味
は
、
欧
米
語
で
は
「
軍
備
撤
廃
」
で
あ

り
、

(

�)

日
本
語
で
は
、「
軍
備
縮
小
」

(

�)

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
狭
義
で
は
欧
米
語
で
は
撤
廃
（e

lim
in

atio
n

）
ま
た
は
廃
棄
（d

e
stru

ctio
n

）

を
意
味
し
、
日
本
語
で
は
削
減
（re

d
u

ctio
n

）
を
意
味
し
て
お
り
、
両
者
の
間
に
概
念
の
相
違
が
存
在
す
る
。
し
か
し
伝
統
的
に
「
軍

縮
（d

isarm
am

e
n

t)

」
と
い
う
用
語
は
、
現
実
の
国
際
社
会
に
お
け
る
動
き
を
捉
え
つ
つ
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

ノ
エ
ル
・
ベ
ー
カ
ー
（N

o
e

l
B

ak
e

r

）
は
、「
軍
縮
（d

isarm
am

e
n

t

）
と
は
、
世
界
の
軍
隊
の
全
体
ま
た
は
大
部
分
の
解
体
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（d
isb

an
d

m
e

n
t

）
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
一
般
国
際
法
に
よ
る
世
界
の
軍
隊
の
適
度
な
削
減
（re

d
u

ctio
n)

、
お
よ
び
そ

れ
ら
の
制
限
（lim

itatio
n

）
を
意
味
す
る
」
と
述
べ
、

(

�)

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
＝
ロ
ー
タ
ー
パ
ク
ト
（O

p
p

e
n

h
e

im

＝L
au

te
rp

ach
t

）
は
、

「
軍
縮
（d

isarm
am

e
n

t

）
で
通
常
言
及
さ
れ
る
の
は
、
軍
備
の
撤
廃
（ab

o
litio

n

）
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
一
定
の
限
界
へ
の
削
減

（re
d

u
ctio

n
）
で
あ
り
、
そ
の
限
界
は
国
家
の
安
全
と
国
際
義
務
の
遂
行
に
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
述
べ
、

(

�)

さ
ら
に
グ
ッ
ド
リ

ッ
チ
（G

o
o

d
rich

）
は
、「
軍
縮
と
い
う
用
語
は
、
国
際
協
定
に
よ
る
制
限
（lim

itatio
n

）
お
よ
び
削
減
（re

d
u

ctio
n

）
を
意
味
す
る
」

と
し
て
い
る
。

(

�)
ま
た
大
平
善
梧
は
、「
軍
縮
は
、
特
定
の
又
は
一
般
の
軍
備
の
制
限
、
縮
少
又
は
削
減
を
意
味
す
る
も
の
と
定
義
す
る

の
が
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
。

(

�)

そ
の
後
、
日
本
の
軍
縮
問
題
研
究
会
で
は
、
軍
縮
と
い
う
言
葉
は
「
軍
備
縮
小
」
を
略
し
た
も
の
で
、
軍
備
を
縮
小
し
、
兵
力
を
削

減
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
ま
た
、「
軍
備
の
縮
小
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
す
る
現
象
と
し
て
は
、「
軍
備
の
撤
廃｣

、「
軍
備
の
削
減｣

、

「
軍
備
の
制
限｣

、「
軍
備
の
国
際
管
理
」
な
ど
と
い
う
広
い
概
念
が
含
ま
れ
て
い
る
と
述
べ
、
軍
縮
を
よ
り
広
い
概
念
で
捉
え
て
い

る
。

(

�)

同
様
に
、
ク
ロ
ー
ド
（C

lau
d

e
Jr.

）
も
、「
こ
の
用
語
は
戦
争
の
人
的
・
物
的
手
段
の
制
限
（lim

itatio
n)

、
管
理
（co

n
tro

l)

、

削
減
（re

d
u

ctio
n

）
な
ら
び
に
文
字
通
り
の
廃
止
（ab

o
litio

n

）
を
含
む
」
と
定
義
し
て
い
る
。

(

�)

モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
（M

o
rg

e
n

th
au

）
も
、

「
軍
縮
（d

isarm
am

e
n

t

）
と
は
、
軍
備
競
争
を
終
結
さ
せ
る
た
め
の
、
一
定
の
あ
る
い
は
す
べ
て
の
軍
備
の
削
減
（re

d
u

ctio
n

）
ま

た
は
撤
廃
（e

lim
in

atio
n

）
で
あ
る
」
と
定
義
し
て
い
る
。

(

�)

こ
れ
ら
の
定
義
は
、
現
実
の
国
際
社
会
で
の
実
際
の
動
向
を
説
明
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
第
二
次
世
界
大
戦

以
前
に
お
い
て
は
、
軍
備
の
制
限
お
よ
び
削
減
が
中
心
で
あ
り
、
核
兵
器
の
出
現
と
と
も
に
軍
備
の
撤
廃
あ
る
い
は
国
際
管
理
と
い
う

概
念
が
出
て
く
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
伝
統
的
な
軍
縮
の
定
義
は
、
軍
備
の
制
限
、
削
減
、
撤
廃
と
い
う
軍
備
の
量
的
な
レ
ベ
ル
に

焦
点
を
当
て
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

軍縮国際法
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２

軍
縮
と
軍
備
管
理

現
実
の
軍
縮
が
ま
っ
た
く
進
ま
ず
、
冷
戦
の
構
造
が
拡
大
す
る
中
で
、
米
国
を
中
心
に
「
軍
備
管
理
（arm

s
co

n
tro

l)

」
と
い
う
用

語
が
好
ん
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
般
的
に
は
、「
軍
備
管
理
」
は
「
軍
縮
」
に
対
立
す
る
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
、
軍
備

に
対
す
る
規
制
措
置
、
凍
結
措
置
、
監
視
措
置
、
査
察
な
ど
の
検
証
措
置
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
緊
張
緩
和
措
置
、
国
際
的
意
思
疎
通

の
措
置
、
さ
ら
に
侵
略
抑
止
の
た
め
の
部
分
的
軍
備
強
化
措
置
等
ま
で
を
含
み
、
そ
れ
は
ま
た
各
国
別
の
自
発
的
措
置
か
ら
国
際
的
取

決
め
に
ま
で
わ
た
っ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

シ
ェ
リ
ン
グ
（S

ch
e

llin
g

）
と
ハ
ル
ペ
リ
ン
（H

alp
e

rin

）
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
軍
備
管
理
と
は
、
戦
争
の
可
能
性
を
低
下
さ
せ
、

戦
争
が
起
こ
っ
た
場
合
に
は
そ
の
範
囲
と
暴
力
性
を
抑
え
、
ま
た
戦
争
準
備
に
要
す
る
政
治
的
・
経
済
的
コ
ス
ト
を
軽
減
す
る
と
い
う

目
的
に
か
な
っ
た
、
潜
在
敵
国
間
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
軍
事
的
協
力
で
あ
り
、
そ
の
基
本
的
特
徴
は
、
共
通
利
益
の
認
識
と
、

各
々
の
軍
備
に
関
し
て
潜
在
敵
国
同
士
で
あ
っ
て
も
相
互
主
義
お
よ
び
協
力
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

(

�)

同
様
の
見
解
と
し
て
、
ヘ
ン
キ
ン
（H

e
n

k
in

）
は
、「
軍
縮
は
軍
備
の
撤
廃
あ
る
い
は
削
減
を
意
味
し
、
軍
備
管
理
は
、
少
な
く
と

も
あ
る
人
々
に
と
っ
て
軍
備
は
存
在
し
続
け
る
が
、
一
定
の
規
制
に
従
う
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
述
べ
、

(

�)

ブ
ル
（B

u
ll

）
は
、「
軍
縮

と
は
軍
備
の
削
減
ま
た
は
撤
廃
で
あ
る
。
軍
備
管
理
と
は
軍
備
の
水
準
、
軍
備
の
性
質
、
展
開
、
使
用
な
ど
の
軍
備
政
策
に
対
し
国
際

法
的
に
行
わ
れ
る
抑
制
で
あ
る
」
と
性
格
づ
け
て
い
る
。

(

�)

さ
ら
に
ラ
ー
ソ
ン
（L

arso
n

）
も
、「
軍
縮
は
軍
備
や
兵
力
の
削
減
な
い
し

撤
廃
を
目
的
と
す
る
措
置
を
意
味
し
、
軍
備
管
理
な
い
し
軍
備
規
制
は
他
の
種
類
の
制
限
を
目
的
と
す
る
措
置
を
意
味
す
る
」
と
定
義

し
て
い
る
。

(

�)

軍
備
管
理
の
概
念
は
、
当
時
の
国
際
安
全
保
障
環
境
を
反
映
し
て
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
用
語
を
意
図
的
に
使
用
す
る

論 説
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理
由
と
し
て
、
ハ
ド
リ
ー
（H

ad
le

y

）
は
、「『

軍
縮
』
は
過
去
の
経
過
か
ら
し
て
か
な
り
感
情
的
な
要
素
を
含
ん
で
お
り
、
そ
の
関
心

は
兵
器
と
軍
隊
の
実
際
の
削
減
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
あ
ら
ゆ
る
軍
備
の
完
全
な
撤
廃
に
あ
る
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
軍
備
管

理
は
、
戦
争
の
可
能
性
お
よ
び
狂
暴
性
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
一
国
の
軍
事
政
策
の
方
針
で
あ
る
。
軍
縮
は
軍
備
管
理
政
策
の
一
部
で

あ
り
そ
の
最
終
段
階
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
る
特
定
の
新
し
い
兵
器
を
管
理
し
つ
つ

展
開
す
る
こ
と
が
、
軍
縮
よ
り
も
世
界
平
和
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
」
と
説
明
す
る
。

(

�)(

�)

一
九
六
一
年
に
米
国
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
下
で
設
置
さ
れ
た
「
軍
備
管
理
・
軍
縮
庁
（A

rm
s

C
o

n
tro

l
an

d
D

isarm
am

e
n

t
A

g
e

n
cy)

」

は
両
者
を
含
ん
で
い
る
が
、「
そ
の
名
は
、
全
面
軍
縮
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
望
む
者
と
、
軍
備
競
争
を
管
理
す
る
方
が
よ
り
現
実
的
で
あ

る
と
考
え
る
者
と
の
妥
協
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

米
国
の
軍
備
管
理
軍
縮
法
第
三
条
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
軍
備
管
理
・
軍
縮

と
い
う
用
語
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
軍
備
を
国
際
協
定
の
下
で
識
別
、
検
証
、
制
限
、
管
理
、
削
減
あ
る
い
は
撤
廃
す
る
こ
と
が
意
味
さ

れ
て
い
る
。

(

�)

そ
の
後
、「
軍
備
管
理
・
軍
縮
」
と
い
う
用
語
が
一
般
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
バ
ー
ン
ズ
（B

u
rn

s

）
の
定
義
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
は
、
�
兵
器
の
制
限
と
削
減
、
�
非
軍
事
化
、
非
核
化
、
中
立
化
、
�
特
定
兵
器
の
規
制
と
違
法
化
、
�
兵
器
の
製
造
と
移
転
の

管
理
、
	
戦
争
法
、


国
際
環
境
の
安
定
化
を
包
含
す
る
措
置
で
、
応
報
的
措
置
、
一
方
的
措
置
、
相
互
的
措
置
の
形
態
に
よ
る
も
の

を
含
む
広
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

(

�)

３

軍
縮
と
不
拡
散

冷
戦
後
の
国
際
社
会
に
お
い
て
は
、
東
西
対
立
の
消
滅
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
軍
備
を
削
減
し
、
撤
廃
す
る
と
い
っ
た
措
置
が
現
実

に
合
意
さ
れ
、
履
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
伝
統
的
な
意
味
で
の
軍
縮
が
実
施
さ
れ
る
と
共
に
、
大
量
破
壊
兵
器
の
不
拡
散
に
焦
点
が

軍縮国際法
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移
行
し
、
不
拡
散
を
強
調
す
る
た
め
に
、
軍
縮
（d

isarm
am

e
n

t

）
と
不
拡
散
（n

o
n
-p

ro
life

ratio
n

）
を
別
個
の
概
念
と
し
て
使
用
す

る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

た
と
え
ば
、
一
九
九
五
年
の
核
不
拡
散
条
約
再
検
討
・
延
長
会
議
で
採
択
さ
れ
た
文
書
は
、「
核
不
拡
散
お
よ
び
核
軍
縮
（n

u
cle

ar

n
o

n
-p

ro
life

ratio
n

an
d

d
isarm

am
e

n
t

）
の
原
則
と
目
標
」
で
あ
り
、
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約
（
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
）
の
前
文
に
お
い
て
は
、

「
核
兵
器
の
す
べ
て
の
実
験
的
爆
発
及
び
他
の
す
べ
て
の
核
爆
発
を
停
止
す
る
こ
と
は
、
…
…
核
軍
備
の
縮
小
（n

u
cle

ar
d

isarm
a-

m
e

n
t

）
及
び
す
べ
て
の
側
面
に
お
け
る
不
拡
散
（n

o
n
-p

ro
life

ratio
n

）
の
た
め
の
効
果
的
な
措
置
と
な
る
こ
と
を
認
識
し
」
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
教
育
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
国
連
総
会
決
議
を
経
て
検
討
が
行
わ
れ
、
二
〇
〇
二
年
に

国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
の
は
、「
軍
縮
お
よ
び
不
拡
散
教
育
（d

isarm
am

e
n

t
an

d
n

o
n
-p

ro
life

ratio
n

e
d

u
catio

n

）
に
関
す
る
国
連

事
務
総
長
報
告
書
」
で
あ
る
。

不
拡
散
は
、
一
般
に
は
軍
備
の
拡
散
に
至
る
行
為
を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
一
定
の
兵
器
の
移
譲
の
禁
止
、
お
よ

び
受
領
と
生
産
の
禁
止
と
い
う
形
で
質
的
な
側
面
で
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
軍
備
の
撤
廃
、
削
減
、
制
限
と
い
っ
た
量
的
な
側

面
で
の
義
務
を
課
す
軍
縮
と
一
線
を
画
す
こ
と
に
一
定
の
意
義
は
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
用
語
は
、「
軍
縮
・
不
拡
散
」

と
し
て
一
体
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。

(

�)

４

軍
縮
の
概
念
と
内
容

以
上
の
分
析
に
基
づ
き
、「
軍
縮
（
広
義)

(

�)

」
の
概
念
と
し
て
は
、「
軍
備
に
対
す
る
規
制
で
あ
っ
て
、
量
的
に
は
軍
備
の
廃
棄
、
削

減
、
制
限
と
い
っ
た
措
置
で
あ
り
、
質
的
に
は
軍
備
の
開
発
、
生
産
、
実
験
、
保
有
、
貯
蔵
、
移
譲
、
受
領
、
配
備
な
ど
軍
備
に
関
す

る
行
動
の
禁
止
の
措
置
で
あ
る
」
と
定
義
す
る
の
が
好
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

(

�)
国
際
法
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
場
合
、
基
本
的
に
は

論 説
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実
定
法
を
対
象
と
す
る
の
で
、
条
約
と
し
て
成
立
し
て
い
る
も
の
が
対
象
と
な
る
。
ま
た
国
際
法
の
伝
統
的
な
二
分
法
に
よ
れ
ば
、
平

時
と
戦
時
は
明
確
に
区
別
す
べ
き
で
あ
り
、
軍
縮
と
は
平
時
に
お
い
て
自
由
意
思
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
規
制
で
あ
っ
て
、
戦
後
処
理

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
、
特
に
武
装
解
除
、
お
よ
び
戦
時
に
お
け
る
特
定
兵
器
の
使
用
の
禁
止
と
は
区
別
し
て
議
論
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(

�)

「
軍
備
管
理
」
と
い
う
用
語
を
使
用
す
べ
き
で
な
い
理
由
と
し
て
は
、
第
一
に
こ
の
概
念
は
、
戦
争
法
一
般
、
特
定
兵
器
の
使
用
禁

止
、
信
頼
醸
成
措
置
な
ど
を
含
み
、
分
析
概
念
と
し
て
は
、
あ
ま
り
に
も
広
す
ぎ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、

(

�)

第
二
に
「
軍
備
管
理
」
概

念
の
根
底
に
あ
る
の
は
冷
戦
時
の
米
ソ
の
対
立
で
あ
り
、
冷
戦
終
結
と
と
も
に
、
そ
の
前
提
自
体
が
消
滅
し
て
い
る
こ
と
、

(

�)

第
三
に
こ

の
用
語
は
、
米
国
で
頻
繁
に
使
用
さ
れ
た
が
、
そ
の
他
の
国
で
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
ず
、
国
連
で
は
原
則
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(

�)

「
不
拡
散
」
と
「
軍
縮
」
と
を
区
別
せ
ず
、
広
義
の
軍
縮
に
含
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
の
は
、
軍
備
に
関
す
る
一
定
の
行
動
を

禁
止
す
る
こ
と
は
、
国
際
法
に
よ
り
不
拡
散
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
全
体
的
に
捉
え
る
方
が
分
析
概
念
と

し
て
適
切
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
不
拡
散
を
強
調
す
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
狭
義
の
軍
縮
（
撤
廃
、
削
減
、
制
限
）
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
た
め
に
、
軍
縮
と
不
拡
散
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
一
体
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
り
、
両
者
の
相
互
補
完
性
が
意

図
さ
れ
て
い
る
の
で
、
広
義
の
軍
縮
と
し
て
全
体
を
捉
え
る
の
が
好
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
定
義
に
従
え
ば
、
現
在
の
「
軍
縮
国
際
法
」
と
し
て
以
下
の
も
の
が
該
当
す
る
。
�
か
ら
�
は
量
的
軍
縮
で
あ
り
、
�
か
ら

�
は
一
定
の
行
動
を
禁
止
す
る
質
的
軍
縮
で
あ
る
。

(

	)




軍
備
の
量
的
規
制

�

軍
備
の
撤
廃
（e

lim
in

atio
n

）
ま
た
は
廃
棄
（d

e
stru

ctio
n

）

生
物
兵
器
禁
止
条
約
（
Ｂ
Ｗ
Ｃ)

、
中
距
離
核
戦
力
（
Ｉ

軍縮国際法
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Ｎ
Ｆ
）
条
約
、
化
学
兵
器
禁
止
条
約
（
Ｃ
Ｗ
Ｃ)

、
対
人
地
雷
禁
止
条
約

�

軍
備
の
削
減
（re

d
u

ctio
n

）

欧
州
通
常
戦
力
（
Ｃ
Ｆ
Ｅ
）
条
約
、
第
一
次
戦
略
兵
器
削
減
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅰ
）
条
約
、

第
二
次
戦
略
兵
器
削
減
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
）
条
約
、
戦
略
攻
撃
力
削
減
（
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
）
条
約

�

軍
備
の
制
限
（lim

itatio
n

）

対
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ａ
Ｂ
Ｍ
）
条
約
、
戦
略
攻
撃
兵
器
制
限
（
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ⅰ
）
暫
定
協
定
、

戦
略
攻
撃
兵
器
制
限
（
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ⅱ
）
条
約

�

軍
備
の
質
的
規
制
―
一
定
の
軍
備
活
動
の
禁
止

�

国
家
領
域
外

南
極
条
約
、
宇
宙
条
約
、
海
底
非
核
化
条
約
、
月
協
定

�

非
核
兵
器
地
帯

ト
ラ
テ
ロ
ル
コ
条
約
、
ラ
ロ
ト
ン
ガ
条
約
、
バ
ン
コ
ク
条
約
、
ペ
リ
ン
ダ
バ
条
約

�

核
実
験
の
禁
止

部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
（
Ｐ
Ｔ
Ｂ
Ｔ)

、
地
下
核
実
験
制
限
条
約
、
平
和
目
的
核
爆
発
条
約
、
包
括

的
核
実
験
禁
止
条
約
（
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ)

�

核
拡
散
の
禁
止

核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ)

、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
保
障
措
置
協
定
、
追
加
議
定
書

三

軍
縮
国
際
法
の
国
際
法
体
系
内
で
の
位
置
づ
け

本
節
で
は
、
国
際
法
の
体
系
の
中
に
お
い
て
軍
縮
国
際
法
が
ど
の
よ
う
な
地
位
を
占
め
て
い
る
か
、
ま
た
占
め
る
べ
き
か
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
内
外
の
基
本
的
な
国
際
法
教
科
書
に
お
い
て
は
、
武
力
紛
争
法
と
の
関
連
で
軍
縮
国
際
法
を
位
置
づ
け
る
若
干
の
も
の
が

あ
る
が
、
大
多
数
は
、
国
際
安
全
保
障
と
の
関
連
で
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
軍
縮
国
際
法
を
独
立
し
た
国
際
法
の
分
野
と
し
て
取
り

扱
う
も
の
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

(

�)
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１

武
力
紛
争
法
と
の
関
連
に
お
け
る
軍
縮
国
際
法

軍
縮
国
際
法
と
武
力
紛
争
法
と
の
密
接
な
関
係
を
主
張
す
る
も
の
と
し
て
、
森
田
章
夫
は
『
講
義
国
際
法
』
の
「
第
一
八
章

武
力

紛
争
法
と
軍
備
管
理
・
軍
縮
」
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

国
際
連
盟
期
に
お
い
て
は
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
、
集
団
的
安
全
保
障
、
軍
縮
（
軍
備
管
理
）
の
三
者
の
相
関
関
係
が
強
調
さ
れ

た
。
今
日
で
も
、
理
論
的
に
は
、
軍
備
の
存
在
が
武
力
に
よ
る
威
嚇
（
国
連
憲
章
二
条
四
項
）
や
平
和
に
対
す
る
脅
威
（
同
三
九
条
）

に
該
当
す
る
か
と
い
う
問
題
は
あ
り
え
る
。
し
か
し
、
法
的
に
み
て
、
軍
備
管
理
・
軍
縮
は
、
武
力
紛
争
法
と
よ
り
密
接
な
関
係
を

有
す
る
。
そ
れ
は
、
ま
ず
第
一
に
、
軍
備
管
理
・
軍
縮
が
、
戦
闘
状
態
に
入
っ
た
場
合
を
想
定
し
な
が
ら
平
時
に
お
け
る
武
力
の
種

類
・
量
、
配
備
地
域
等
に
制
限
を
加
え
る
性
質
に
由
来
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
突
発
的
な
武
力
衝
突
を
防
ぐ
と
い
う
軍
備
管
理
・
軍

縮
が
有
す
る
固
有
の
機
能
（
緊
張
緩
和
、
信
頼
醸
成
）
に
加
え
て
、
武
力
紛
争
発
生
時
に
お
け
る
戦
闘
を
管
理
す
る
機
能
を
も
有
す

る
点
で
、
武
力
紛
争
法
と
共
通
す
る
基
盤
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
戦
闘
手
段
の
規
制
（
違
法
化
）
と
軍
備
管
理
・
軍
縮
は
、

相
互
に
相
手
分
野
の
遵
守
基
盤
と
な
り
、
同
一
条
約
に
規
定
さ
れ
る
場
合
さ
え
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
（
例
え
ば
、
化

学
兵
器
が
こ
れ
に
該
当
す
る)
(

�)

。

ま
た
、
田
畑
茂
二
郎
『
国
際
法
新
講
』
は
、
こ
の
問
題
を
「
第
四
章

戦
争
と
中
立
」
の
中
の
「
第
二
款

交
戦
行
為
の
規
則
」
の

中
の
「
二

害
敵
手
段
の
規
制
」
と
い
う
項
の
下
に
お
い
て
、
毒
物
の
使
用
禁
止
、
化
学
・
生
物
学
（
細
菌
学)

兵
器
の
禁
止
、
核
兵

器
の
規
制
、
環
境
破
壊
兵
器
の
規
制
、
特
定
通
常
兵
器
の
禁
止
、
自
動
触
発
海
底
水
雷
の
規
制
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。
特
に
核
兵

器
に
つ
い
て
は
、「
核
兵
器
は
核
反
応
に
よ
っ
て
巨
大
な
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
爆
発
的
に
放
出
す
る
兵
器
で
あ
っ
て
、
そ
の
殺
傷
効
果
は

通
常
兵
器
と
は
く
ら
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
甚
大
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
実
際
に
使
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

人
類
に
対
し
破
滅
的
な
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
は
必
死
で
あ
っ
て
、
そ
の
使
用
は
も
と
よ
り
、
そ
の
開
発
、
製
造
な
ど
も
き
び
し
く
規
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制
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
、
核
兵
器
の
使
用
に
つ
い
て
は
直
接
そ
れ
を
規
制
す
る
国
際
的
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
こ
の
点
は
き
わ
め
て
不
備
で
あ
る
と
述
べ
た
後
に
、
��
核
兵
器
の
配
置
・
使
用
の
禁
止
と
し
て
、
南
極
条
約
、
宇
宙
条
約
、

海
底
非
核
化
条
約
、
お
よ
び
非
核
兵
器
地
帯
条
約
を
取
り
扱
い
、
さ
ら
に
��
核
兵
器
実
験
の
禁
止
、
��
核
兵
器
の
拡
散
防
止
の
問
題
を

検
討
し
て
い
る
。

(
�)(

�)

２

国
際
安
全
保
障
と
の
関
連
に
お
け
る
軍
縮
国
際
法

高
野
雄
一
『
全
訂
新
版
国
際
法
講
義
・
下
』
に
お
い
て
は
、「
第
七
章

国
際
連
合
の
集
団
保
障
」
の
中
で
、
集
団
保
障
の
体
制
、

集
団
保
障
の
実
施
、
国
連
軍
、
地
域
的
取
極
ま
た
は
機
関
の
強
制
行
動
、
国
際
連
合
の
集
団
保
障
の
武
力
行
使
の
例
外
と
並
ん
で
、

「
第
六
節

軍
縮
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

(

�)

高
野
雄
一
は
、「
軍
備
は
個
別
的
な
国
家
の
主
権
的
自
由
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、

軍
縮
は
こ
の
国
家
レ
ベ
ル
の
軍
備
の
管
理
、
縮
少
、
撤
廃
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
…
…
こ
の
国
際
社
会
に
個
別
的
強
力
と
し
て
存
在

し
無
限
に
肥
大
す
る
軍
備
を
、
国
際
社
会
と
し
て
い
か
に
構
造
的
に
組
織
し
な
お
す
か
、
そ
れ
が
国
際
社
会
の
平
和
と
安
全
の
一
つ
の

基
本
的
課
題
で
あ
り
、
国
家
レ
ベ
ル
に
お
け
る
軍
縮
で
あ
る
。
そ
れ
が
個
別
的
安
全
保
障
に
対
す
る
集
団
的
安
全
保
障
の
一
基
本
課
題

で
あ
り
、
国
際
的
な
武
力
の
組
織
化
に
つ
な
が
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
害
敵
手
段
な
ど
は
、「
第
八
章

戦
時
法
規
」
で
取
り
扱
わ
れ

て
い
る
。

山
本
草
二
『
国
際
法
』
で
は
、「
第
五
章

武
力
紛
争
の
規
制
」
の
中
の
「
一

武
力
行
使
の
禁
止
」
に
お
い
て
、「
軍
縮
・
軍
備
管

理
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
集
団
的
安
全
保
障
や
自
衛
権
は
、「
二

平
和
確
保
の
手
段
」
で
、
武
力
紛
争
は
「
三

武
力
紛
争
法
規
の

適
用
」
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

(

�)

松
井
芳
郎
他
『
国
際
法
』
で
は
、「
第
一
六
章

紛
争
の
平
和
的
処
理
」
お
よ
び
「
第
一
八
章

武
力
紛
争
法
」
と
は
別
個
に
あ
る

論 説
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「
第
一
七
章

平
和
と
安
全
の
維
持
」
の
中
に
お
い
て
、
戦
争
・
武
力
行
使
の
違
法
化
、
集
団
的
安
全
保
障
、
自
衛
権
、
平
和
維
持
活

動
と
並
ん
で
、「
軍
縮
」
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

(

�)

高
林
秀
雄
他
編
『
国
際
法
Ⅱ
』
に
お
い
て
も
、「
第
三
章

国
際
紛
争
の
平
和
的
解
決
」
お
よ
び
「
第
五
章

武
力
紛
争
法
」
と
は

別
個
に
あ
る
「
第
四
章

安
全
保
障
」
の
中
に
お
い
て
、
戦
争
の
違
法
化
、
集
団
安
全
保
障
、
地
域
的
安
全
保
障
、
平
和
維
持
活
動
と

並
ん
で
、「
第
五
節

軍
縮
」
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

(

�)

寺
沢
一
他
『
標
準
国
際
法
』
で
も
、「
第
一
五
章

紛
争
の
平
和
的
解
決｣

、

「
第
一
七
章

武
力
紛
争
」
と
並
ん
で
い
る
「
第
一
六
章

国
際
安
全
保
障
」
の
下
に
お
い
て
、
戦
争
概
念
の
変
化
、
武
力
紛
争
の
類

型
と
戦
時
国
際
法
の
適
用
、「
軍
縮
・
軍
備
管
理｣

、
集
団
的
安
全
保
障
、
自
衛
権
、
国
連
の
平
和
維
持
活
動
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。

(

�)

藤
田
久
一
『
国
際
法
講
義
Ⅱ
人
権
・
平
和
』
に
お
い
て
も
、「
第
一
〇
章

国
際
紛
争
の
平
和
的
処
理
」
と
は
別
に
「
第
一
一
章

国
際
の
平
和
と
安
全
」
の
中
で
、
戦
争
の
違
法
化
、
集
団
的
安
全
保
障
と
平
和
維
持
活
動
、「
軍
縮｣

、
武
力
紛
争
の
規
制
の
四
つ
の
問

題
が
並
列
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

(

�)

栗
林
忠
男
『
現
代
国
際
法
』
で
も
、「
軍
縮
・
軍
備
管
理
」
の
問
題
は
、
一
般
的
集
団
安
全
保
障
、

地
域
的
集
団
安
全
保
障
と
と
も
に
、「
第
一
七
章

国
際
安
全
保
障
」
の
下
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

(

�)

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
＝
ロ
ー
タ
ー
パ
ク
ト
（O

p
p

e
n

h
e

im
＝L

au
te

rp
ach

t

）
の
『
国
際
法
第
二
巻
』
に
お
い
て
は
、「
第
一
部

国
際

紛
争
の
解
決
」
の
中
の
「
第
一
章

国
際
紛
争
の
平
和
的
解
決
」
の
中
の
「
IX

軍
備
の
削
減
と
制
限
」
で
、
こ
の
問
題
が
取
り
上
げ

ら
れ
、「
軍
備
制
限
の
問
題
は
紛
争
の
平
和
的
解
決
の
た
め
の
措
置
と
マ
シ
ナ
リ
ー
に
き
わ
め
て
緊
密
に
絡
み
合
っ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
を
こ
の
性
格
を
持
つ
作
業
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
、「
一
般
的
か
つ
包

括
的
協
定
に
よ
る
軍
備
の
削
減
と
制
限
は
、
国
際
法
の
確
認
と
強
制
を
委
任
さ
れ
た
効
果
的
な
国
際
機
関
の
存
在
に
条
件
づ
け
ら
れ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

(

�)

軍縮国際法
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カ
ナ
ダ
の
基
本
的
な
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
で
あ
る
キ
ン
ド
レ
ッ
ド
（K

in
d

re
d

）
等
の
『
主
と
し
て
カ
ナ
ダ
で
解
釈
・
適
用
さ
れ
た
国
際

法
』
で
も
、「
第
一
三
章

武
力
行
使
の
制
限
」
に
お
い
て
、
武
力
行
使
の
禁
止
、
武
力
行
使
の
正
当
化
、
国
連
の
平
和
維
持
活
動
の

役
割
、「
集
団
的
軍
縮
（co

lle
ctiv

e
d

isarm
am

e
n

t)

）
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

(

�)

カ
ー
タ
ー
（C

arte
r

）
と
ト
リ
ン
ブ
ル
（T

rim
b

le

）

の
『
国
際
法
』
で
は
、「
第
一
二
章

武
力
行
使
と
軍
備
管
理
」
の
中
で
、
武
力
行
使
に
関
す
る
国
際
法
規
範
、
集
団
的
干
渉

国
連

お
よ
び
地
域
的
平
和
維
持
努
力
、
個
人
責
任
、
武
力
行
使
に
関
す
る
米
国
内
法
、「
軍
備
管
理
（arm

s
co

n
tro

l)

」
が
取
り
扱
わ
れ
て

い
る
。

(

�)デ
ュ
プ
ュ
イ
（D

e
p

u
y

）
の
『
国
際
公
法
』
に
お
い
て
は
、「
第
一
章

紛
争
の
国
際
的
解
決
と
武
力
行
使
の
禁
止
」
の
下
に
お
い

て
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
、
武
力
行
使
の
禁
止
、
執
拗
な
武
力
行
使
の
規
制
と
並
ん
で
、「
軍
備
の
国
際
規
制
（la

��
�
���

�
�
�	�
��

in
te

rn
atio

n
ale

d
e

s
arm

am
e

n
ts)

」
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

(

�)

デ
ィ
ン
（D

in
h

）
等
の
『
国
際
公
法
』
に
お
い
て
は
、「
第
二
章

国

際
の
平
和
と
安
全
の
維
持
」
の
下
で
、
国
連
の
集
団
的
安
全
保
障
と
並
ん
で
「
軍
縮
（�

�

	��

��
�
�
�)

」
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

(

�)

ル
ジ
エ
（�

�
�
�

）
の
『
国
際
公
法
』
に
お
い
て
は
、「
第
一
節

武
力
行
使
の
制
限
お
よ
び
そ
の
尊
重
を
確
保
す
る
手
続
き
」
の
下
で
、

武
力
行
使
制
限
の
約
束
、
違
法
な
武
力
行
使
に
対
す
る
集
団
的
対
応
と
共
に
、
「
軍
備
の
国
際
規
制
（la

��
�
���

�
�
�	�
��

in
te

rn
atio

n
ale

d
e

s
arm

am
e

n
ts)

」
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

(

�)

テ
ィ
エ
リ
ー
（T

h
ie

rry

）
等
の
『
国
際
公
法
』
に
お
い
て
は
、「
第
一

〇
章

国
際
関
係
に
お
け
る
武
力
行
使
」
の
下
で
、
国
際
関
係
に
お
け
る
武
力
行
使
に
関
す
る
法
の
歴
史
、
国
際
関
係
に
お
け
る
武
力

行
使
に
関
す
る
法
、
国
際
安
全
保
障
、
武
力
紛
争
法
と
並
ん
で
、「
軍
縮
・
軍
備
規
制
（le

��

	��

��
�
�
�

e
t

la
m

aitrise
d

e
s

arm
a-

m
e

n
ts)

」
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

(

�)

バ
ー
バ
ー
（B

e
rb

e
r

）
の
『
国
際
法
教
科
書
』
で
は
、「
第
四
章

戦
争
予
防
の
法
」
の
下
に
お
い
て
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
、
戦

争
の
禁
止
と
そ
の
処
罰
、
集
団
的
安
全
保
障
、「
軍
縮
（D

ie
�
���


��
�
�)｣

、
平
和
的
変
更
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

(

�)

ノ
イ
ホ
ー
ル
ド
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（N
e

u
h

o
ld

）
等
の
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
際
法
概
論
』
で
は
、「
第
一
章

国
際
関
係
に
お
け
る
武
力
行
使
と
威
嚇
の
禁
止
」
の
下
で
、

戦
争
・
武
力
禁
止
の
発
展
、
武
力
禁
止
強
化
の
努
力
、「
軍
縮
・
軍
備
管
理
（�
���

���
�
	
�
�


�
�
���

�
	��


�
��
���)｣

、
国
連
集
団
安

全
保
障
シ
ス
テ
ム
、
国
連
集
団
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
強
化
の
試
み
、
国
連
平
和
維
持
活
動
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

(

�)

イ
プ
セ
ン(

Ip
se

n

）

の
『
国
際
法
』
に
お
い
て
は
、「
第
一
五
章

平
和
維
持
と
紛
争
の
平
和
的
解
決
」
の
下
で
、
現
代
国
際
法
に
お
け
る
武
力
禁
止
、
自

決
権
と
介
入
、
集
団
的
安
全
保
障
と
防
衛
同
盟
、「
軍
縮
・
軍
備
管
理
（�

���
���

�
	
�
�


�
�
���

�
	
��

�

��
���)｣

、
紛
争
の
平
和
的
解

決
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

(

�)

３

独
立
し
た
分
野
と
し
て
の
軍
縮
国
際
法

大
沼
保
昭
『
資
料
で
読
み
解
く
国
際
法
』
に
お
い
て
は
、
全
一
三
章
の
中
で
独
立
し
た
章
と
し
て
「
第
一
三
章

軍
縮
」
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
お
り
、「
第
一
〇
章

国
際
紛
争
の
平
和
的
処
理｣

、「
第
一
一
章

平
和
の
維
持
・
実
現
と
集
団
安
全
保
障｣

、「
第
一
二
章

武
力
紛
争
法
」
と
同
列
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

(
�)

月
川
倉
夫
等
『
講
義
国
際
法
入
門
』
に
お
い
て
も
、
全
二
六
講
の
中
で
独
立
し
た

講
と
し
て
「
第
二
五
講

軍
縮
・
軍
備
管
理
」
が
あ
り
、「
第
二
二
講

紛
争
の
平
和
的
解
決｣

、「
第
二
三
講

国
際
安
全
保
障｣

、

「
第
二
四
項

平
和
維
持
活
動｣

、「
第
二
六
項

交
戦
法
規
と
中
立
法
」
と
同
列
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

(

�)

国
際
法
学
会
編
『
日
本
と
国
際
法
の
一
〇
〇
年
』
に
お
い
て
は
、
そ
の
第
一
〇
巻
『
安
全
保
障
』
の
全
一
〇
章
の
中
で
、
国
際
安
全

保
障
、
自
衛
権
、
日
米
同
盟
、
国
際
平
和
活
動
、
人
道
法
、
戦
争
の
違
法
化
な
ど
と
並
ん
で
、「
第
九
章

軍
縮
」
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。

(

�)

大
沼
保
昭
編
『
国
際
条
約
集
』
に
お
い
て
は
、
全
一
七
章
に
わ
た
り
条
約
が
分
類
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
第
一
二
章

国
際

紛
争
の
処
理｣

、「
第
一
三
章

安
全
保
障｣

、「
第
一
四
章

武
力
紛
争
」
と
並
ん
で
、
軍
縮
は
「
第
一
五
章

軍
縮
」
と
し
て
独
立
し

軍縮国際法
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た
章
が
設
け
ら
れ
、
一
三
の
条
約
が
含
ま
れ
て
い
る
。

(

�)

同
様
に
、
松
井
芳
郎
編
『
ベ
ー
シ
ッ
ク
条
約
集
』
に
お
い
て
も
、
全
一
七
章
の
中
で
、「
一
二
章

紛
争
の
平
和
的
解
決｣

、「
一
三

章

安
全
保
障｣

、「
一
五
章

武
力
紛
争
」
と
並
列
的
に
軍
縮
は
「
一
四
章

軍
備
の
規
制
」
と
し
て
含
ま
れ
、
一
二
の
条
約
と
四
つ

の
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

広
部
和
也
等
編
『
解
説
条
約
集
』
で
は
、
条
約
が
全
一
二
章
に
分
け
ら
れ
、「
一
〇

紛
争
」｢

一
一

武
力
」
と
な
っ
て
お
り
、

「
一
一

武
力
」
の
大
項
目
の
下
に
、「
軍
縮｣

、「
安
全｣

、「
人
道
」
の
三
つ
の
部
分
が
入
っ
て
お
り
、「
軍
縮
」
の
下
で
、
八
つ
の
条

約
と
一
つ
の
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。

(

�)

４

軍
縮
国
際
法
の
位
置
づ
け

こ
れ
ら
の
検
討
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
国
際
法
体
系
の
中
に
お
い
て
、「
軍
縮
」
は
基
本
的
に
は
武
力
紛
争
法
の
問
題
で
は

な
く
、
国
際
安
全
保
障
の
問
題
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
お
り
、
武
力
行
使
の
禁
止
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
お
よ
び
集
団
的
安
全
保
障
と

緊
密
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
軍
縮
を

ju
s

in
b

ello

の
問
題
と
し
て
取
り
扱
う
の
で
は
な
く
、ju

s
con

tra

b
ellu

m

の
問
題
と
し
て
取
り
扱
う
の
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
軍
縮
が
軍
備
の
量
的
規
制
や
質
的
規
制
を
実
施
す
る
こ
と
か

ら
、
軍
備
の
使
用
を
規
制
す
る
武
力
紛
争
法
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
こ
と
で
あ
り
、

(

�)

使
用
の
禁
止
が
将
来
的
に

保
有
の
禁
止
に
導
く
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
国
際
法
体
系
の
中
に
お
い
て
、
武
力
紛
争
（
戦
争
）
に
反
対
す
る
法
（ju

s
con

-

tra
b

ellu
m

）
と
武
力
紛
争
が
発
生
し
た
時
に
適
用
さ
れ
る
法
（ju

s
in

b
ello

）
と
い
う
大
き
な
分
類
に
従
う
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
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四

軍
縮
国
際
法
と
国
際
安
全
保
障

１

国
際
の
平
和
と
安
全
の
た
め
の
諸
措
置

平
和
で
安
全
な
国
際
社
会
、
特
に
武
力
紛
争
の
な
い
国
際
社
会
の
構
築
の
た
め
に
は
、ju

s
con

tra
b

ellu
m

と
し
て
、
武
力
行
使
の

禁
止
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
、
集
団
的
安
全
保
障
、
軍
縮
の
四
つ
の
国
際
法
の
領
域
に
お
け
る
進
展
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の

四
要
素
は
そ
れ
ぞ
れ
相
互
依
存
関
係
に
あ
る
。

ク
ロ
ー
ド
（C

lau
d
e

Jr.
）
は
、「
文
字
通
り
の
厳
格
な
意
味
に
解
釈
す
れ
ば
、
軍
縮
（
軍
備
撤
廃
）
は
平
和
に
対
す
る
直
接
か
つ
簡

単
な
手
段
に
見
え
る
。
そ
れ
は
、
平
和
的
解
決
は
国
家
を
戦
う
必
要
の
な
い
状
況
に
置
く
こ
と
を
提
案
し
て
お
り
、
集
団
的
安
全
保
障

は
戦
う
多
く
の
も
の
を
持
っ
た
侵
略
者
と
敵
対
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
軍
縮
は
戦
う
べ
き
手
段
を
取
り
上
げ
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
…
…
し
か
し
現
実
は
も
っ
と
複
雑
で
あ
り
、
軍
備
と
戦
争
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
軍
備
が
あ
る
か
ら
戦
争
す
る
の
か
、

政
治
的
対
立
が
あ
る
か
ら
軍
備
を
必
要
と
す
る
の
か
の
対
立
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
循
環
問
題
で
あ
っ
て
、
原
因
と
結
果
、
政
策
と
政
策

道
具
が
相
互
関
係
の
中
で
循
環
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。

(

�)

ま
た
高
野
雄
一
は
、
軍
縮
が
国
際
社
会
の
平
和
と
安
全
の
一
つ
の
基
本
的
課
題
で
あ
り
、
集
団
的
安
全
保
障
の
一
基
本
課
題
で
あ
る

と
主
張
す
る
。

(

�)

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
＝
ロ
ー
タ
ー
パ
ク
ト
（O

p
p

e
n

h
e

im

＝L
au

te
rp

ach
t

）
も
、
軍
備
の
削
減
と
制
限
は
、
紛
争
の
平

和
的
解
決
に
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
と
も
に
、
国
際
法
の
確
認
と
強
制
を
委
任
さ
れ
た
効
果
的
な
国
際
機
関
の
存
在
に
条
件
づ
け
ら

れ
る
と
述
べ
る
。

(

�)

国
際
の
平
和
と
安
全
に
関
す
る
一
般
的
な
国
際
会
議
の
最
初
の
も
の
は
一
八
九
九
年
お
よ
び
一
九
〇
七
年
の
ハ
ー
グ
平
和
会
議
で
あ

り
、
軍
備
制
限
、
戦
争
法
規
の
法
典
化
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
な
ど
が
討
議
さ
れ
た
。
結
果
的
に
は
、
軍
縮
に
関
す
る
条
約
は
成
立
せ

軍縮国際法



(阪大法学) 56 (6 26) 1348 [2007.3]

ず
、
紛
争
解
決
平
和
的
処
理
条
約
が
、
ま
た
契
約
上
ノ
債
務
回
収
ノ
為
ニ
ス
ル
兵
力
使
用
ノ
制
限
ニ
関
ス
ル
条
約
、
お
よ
び
戦
争
法
に

関
す
る
多
く
の
条
約
が
採
択
さ
れ
た
。
当
時
は
、
戦
争
に
訴
え
る
自
由
が
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
軍
縮
の
た
め
の

基
盤
は
ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

国
際
連
盟
は
、
戦
争
違
法
化
の
流
れ
と
し
て
、
一
定
の
場
合
に
戦
争
に
訴
え
る
こ
と
を
禁
止
し
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
に
関
し
て
は
、

国
交
断
絶
に
至
る
お
そ
れ
の
あ
る
紛
争
を
裁
判
ま
た
は
連
盟
の
審
議
に
付
託
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
、
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
を
ハ

ー
グ
に
設
置
し
た
。
軍
縮
に
関
し
て
は
、
軍
縮
を
国
際
平
和
の
た
め
の
基
本
的
要
素
で
あ
る
こ
と
を
承
認
し
、
集
団
的
安
全
保
障
に
関

し
て
、
約
束
に
違
反
し
て
戦
争
に
訴
え
る
連
盟
国
は
、
当
然
他
の
す
べ
て
の
連
盟
国
に
対
し
て
戦
争
行
為
を
な
し
た
も
の
と
み
な
し
、

他
の
す
べ
て
の
連
盟
国
は
非
軍
事
的
措
置
を
と
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
国
際
連
盟
に
お
い
て
は
、
武
力
行
使
の
禁
止
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
、
軍
縮
、
集
団
的
安
全
保
障
の
す
べ
て
の
領
域

に
お
い
て
一
定
の
進
展
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
国
際
の
平
和
と
安
全
の
維
持
の
た
め
に
有
効
な
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
が
、
武
力
行
使
禁
止
の
範
囲
が
き
わ
め
て
不
十
分
で
あ
り
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
も
義
務
的
裁
判
管
轄
権
の
範
囲
は
限
定
的

で
あ
る
。
ま
た
集
団
的
安
全
保
障
も
体
制
と
し
て
は
初
め
て
成
立
し
た
が
、
そ
れ
は
分
権
的
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
不
完
全
で
あ
っ
た
。

軍
縮
も
、
連
盟
内
部
で
積
極
的
な
交
渉
が
行
わ
れ
た
が
、
一
般
軍
縮
に
関
す
る
条
約
の
作
成
に
は
失
敗
し
た
。

武
力
行
使
の
禁
止
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
一
九
二
八
年
に
署
名
さ
れ
た
戦
争
抛
棄
に
関
す
る
条
約
（
不
戦
条
約
）
に
よ
り
、
国
際
紛

争
解
決
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
、
国
家
の
政
策
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
が
禁
止
さ
れ
、
武
力
行
使
禁
止
の
方
向
に
向
け
て
の
大
き
な
進

展
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
連
盟
規
約
を
補
完
す
る
意
図
を
も
っ
て
、
一
九
二
八
年
に
、
国
際
紛
争
平
和
的
処
理
一
般
議
定
書
が
国
際
連
盟

で
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
連
盟
期
に
お
い
て
は
、
武
力
行
使
の
禁
止
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
、
集
団
的
安
全
保
障
に
一
定
の
進
歩
が
見
ら
れ
、
こ
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れ
ら
を
背
景
に
し
て
軍
縮
に
取
り
組
む
体
制
は
、
十
分
で
は
な
い
が
、
一
応
整
っ
た
の
で
、
諸
国
は
積
極
的
に
軍
縮
問
題
に
取
り
組
ん

だ
が
、
一
般
的
軍
縮
に
は
成
功
し
な
か
っ
た
。

内
山
正
熊
は
、
こ
の
会
議
が
失
敗
し
た
根
底
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
安
全
保
障
要
求
と
ド
イ
ツ
の
平
等
要
求
の
対
立
が
あ
っ
た
と
し
、

フ
ラ
ン
ス
案
は
、
安
全
保
障
第
一
の
立
場
に
立
っ
て
集
団
的
安
全
保
障
制
度
に
重
点
を
置
く
も
の
で
あ
っ
た
と
述
べ
、
軍
縮
と
安
全
保

障
と
の
関
連
を
強
調
し
て
い
る
。

(

�)

大
平
善
梧
も
、「
軍
備
は
平
和
の
破
壊
の
兆
候
で
あ
っ
て
、
平
和
破
壊
の
病
原
で
は
な
い
。
軍
備
を
縮
少
し
た
と
し
て
も
、
残
っ
た

武
器
で
戦
争
を
お
こ
す
こ
と
が
で
き
、
戦
争
そ
の
も
の
は
な
く
な
ら
な
い
。
軍
備
あ
っ
て
も
、
戦
争
を
起
す
動
因
さ
え
無
け
れ
ば
、
戦

争
は
発
生
し
な
い
。
車
を
せ
め
る
よ
り
も
そ
の
前
に
馬
を
せ
め
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
が
、
国
際
連
盟
の
軍
縮
運
動
の
辿
っ

た
尊
い
体
験
の
結
論
で
あ
り
、
軍
縮
の
前
に
、
紛
争
の
処
理
な
ら
び
に
安
全
保
障
の
問
題
が
重
要
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
所
以
が
知
ら

れ
る
に
い
た
っ
た
」
と
述
べ
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
お
よ
び
集
団
的
安
全
保
障
を
重
視
し
て
い
る
。

(

�)

こ
の
よ
う
に
、
連
盟
時
代
の
一
般
的
軍
縮
の
失
敗
は
、
主
と
し
て
武
力
行
使
の
禁
止
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
、
集
団
的
安
全
保
障
が

不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

国
連
憲
章
は
、
そ
の
第
一
条
に
お
い
て
、
そ
の
目
的
は
、
国
際
の
平
和
及
び
安
全
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
、
そ
の
た
め
に
、

有
効
な
集
団
的
措
置
を
と
る
こ
と
、
紛
争
を
平
和
的
に
解
決
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
お
り
、
集
団
的
安
全
保
障
と
紛
争
の
平
和
的
解
決
が

中
心
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
第
二
条
の
原
則
に
お
い
て
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
お
よ
び
武
力
行
使
の
禁
止
が
明
記
さ
れ

て
い
る
。
武
力
行
使
の
禁
止
に
関
し
て
は
、
憲
章
は
、
武
力
の
行
使
の
み
な
ら
ず
そ
の
威
嚇
も
禁
止
し
、
不
戦
条
約
よ
り
も
さ
ら
に
禁

止
を
徹
底
し
、
例
外
的
に
武
力
行
使
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
国
連
の
集
団
的
措
置
に
よ
る
場
合
と
、
第
五
一
条
に
規
定
す
る
自
衛
権
の

場
合
に
限
定
し
た
。
紛
争
の
平
和
的
解
決
に
関
し
て
も
、
第
六
章
で
安
全
保
障
理
事
会
の
権
限
を
詳
細
に
規
定
し
、
集
団
的
安
全
保
障

軍縮国際法



(阪大法学) 56 (6 28) 1350 [2007.3]

に
つ
い
て
は
、
第
七
章
で
、
非
軍
事
的
制
裁
の
み
な
ら
ず
軍
事
的
制
裁
の
可
能
性
を
規
定
し
た
。

軍
縮
に
つ
い
て
は
、
連
盟
規
約
と
は
大
き
く
異
な
り
、
軍
縮
は
国
連
の
目
的
に
も
原
則
に
も
挙
げ
ら
れ
ず
、
総
会
が
、
軍
備
縮
少
及

び
軍
備
規
制
を
律
す
る
原
則
を
審
議
、
勧
告
す
る
こ
と
（
第
一
一
条)

、
安
全
保
障
理
事
会
が
、
軍
備
規
制
の
方
式
を
確
立
す
る
計
画

を
作
成
す
る
こ
と
（
第
二
六
条
）
が
含
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
国
連
憲
章
上
の
軍
縮
関
連
規
定
は
、
連
盟
規
約
に
比
べ
て
消
極
的

で
あ
る
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

(

�)

コ
マ
チ
ナ
（K

o
m

atin
a

）
は
、「
憲
章
に
お
け
る
基
本
的
な
国
際
法
上
の
義
務
は
、
武
力
行
使

の
放
棄
と
紛
争
の
平
和
的
解
決
で
あ
る
。
こ
の
義
務
お
よ
び
国
際
法
の
不
可
分
性
の
原
則
が
意
味
す
る
の
は
、
戦
争
手
段
の
規
制
、
す

な
わ
ち
軍
備
管
理
・
軍
縮
の
必
要
性
で
あ
る
」
と
述
べ
、

(

�)

間
接
的
に
そ
の
必
要
性
を
引
き
出
し
て
い
る
。

し
か
し
、
憲
章
作
成
の
後
に
原
爆
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
国
連
は
そ
の
最
初
か
ら
軍
縮
の
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
と
な
っ
た
。
初
期
の
交
渉
は
、
軍
備
の
規
制
、
制
限
、
削
減
、
大
量
破
壊
兵
器
の
廃
棄
、
原
子
力
の
国
際
管
理
を
目
的
と
し
て

お
り
、
一
九
六
一
年
の
「
軍
縮
交
渉
の
合
意
さ
れ
た
基
本
原
則
に
関
す
る
米
ソ
共
同
声
明
」
で
は
、
交
渉
の
目
的
は
、
以
下
の
こ
と
を

確
保
す
る
計
画
に
合
意
を
達
成
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
�
軍
縮
は
全
面
的
か
つ
完
全
で
あ
る
こ
と
、
戦
争
は
も
は
や
国
際
問

題
解
決
の
手
段
で
は
な
い
。
�
軍
縮
の
進
展
の
た
め
に
は
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
の
た
め
の
信
頼
し
う
る
手
続
き
の
確
立
、
国
連
憲
章

の
諸
原
則
に
従
っ
た
平
和
維
持
の
た
め
の
効
果
的
な
取
決
め
の
構
築
を
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
は
、
軍
縮
と
、
武
力
行
使
の
禁
止
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
、
集
団
的
安
全
保
障
が
す
べ
て
必
要
な
要
素
と
し
て
含
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
後
米
ソ
が
提
出
し
た
全
面
完
全
軍
縮
条
約
案
も
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
す
べ
て
含
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
米
国
案
で
は
、
平
和
維

持
軍
や
平
和
軍
の
設
置
、
国
際
司
法
裁
判
所
の
強
制
管
轄
権
な
ど
が
含
ま
れ
、
ソ
連
案
で
は
国
連
憲
章
に
従
っ
た
国
連
軍
の
設
置
、
国

連
憲
章
上
の
紛
争
平
和
的
解
決
義
務
の
再
確
認
が
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
壮
大
な
計
画
は
、
冷
戦
中
の
米
ソ
対
立
と
い
う
基
本
的
構
造
下
で
は
失
敗
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
国
連
憲
章
の
集
団
安
全
保
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障
も
国
連
軍
の
設
置
に
失
敗
し
、
武
力
行
使
の
禁
止
も
厳
格
に
は
遵
守
さ
れ
ず
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
も
ほ
と
ん
ど
強
制
力
を
も
た
な

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
全
面
的
か
つ
完
全
な
軍
縮
は
不
可
能
で
あ
り
、
軍
縮
交
渉
の
目
的
は
個
別
的
な
軍
縮
措
置
に
移

行
し
て
い
っ
た
。

２

軍
縮
と
武
力
行
使
の
禁
止

軍
縮
の
進
展
の
た
め
に
は
武
力
行
使
を
禁
止
す
る
国
際
法
の
発
展
が
不
可
欠
で
あ
る
し
、
軍
縮
が
進
展
す
る
こ
と
に
よ
り
武
力
行
使

の
禁
止
の
国
際
法
が
発
展
す
る
た
め
の
状
況
が
設
定
さ
れ
る
。ju

s
a

d
b

ellu
m

の
問
題
は
実
定
法
と
し
て
は
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら

発
展
し
て
き
た
の
で
、
そ
れ
以
前
の
国
際
社
会
に
お
い
て
は
、
実
定
法
と
し
て
の
軍
縮
の
進
展
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
国
家
が
主
権
的
権
利
と
し
て
戦
争
に
訴
え
る
こ
と
が
「
強
力
的
紛
争
解
決
手
段
」
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
時
代
に
、
そ
の
権

利
の
行
使
手
段
と
し
て
の
軍
備
を
規
制
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

国
連
初
期
に
は
、
核
兵
器
の
廃
絶
お
よ
び
全
面
完
全
軍
縮
を
め
ざ
し
て
交
渉
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
に
は
成
果
は
達
成
さ
れ
ず
、

そ
の
後
、
個
別
的
な
軍
縮
措
置
が
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
で
実
定
国
際
法
と
し
て
合
意
さ
れ
、
冷
戦
後
に
は
一
定
軍
備
の
削
減
や
廃
棄
の
措

置
も
と
ら
れ
て
い
る
。

逆
に
こ
れ
ら
の
軍
縮
措
置
は
、
武
力
行
使
の
可
能
性
を
事
前
に
低
減
し
、
除
去
す
る
も
の
で
あ
る
。
軍
備
の
量
的
削
減
、
撤
廃
な
ど

と
共
に
、
一
定
空
間
で
軍
備
の
配
備
を
禁
止
し
、
一
定
の
国
が
核
兵
器
の
保
有
や
配
備
を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
武
力
不
行
使
原
則

が
強
化
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
特
に
重
要
な
の
は
、
自
衛
権
行
使
に
関
連
し
て
、
武
力
行
使
禁
止
の
原
則
が
弱
め
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
国
際

平
和
と
安
全
の
強
化
の
た
め
に
は
、
国
連
憲
章
第
五
一
条
の
要
件
を
厳
格
に
適
用
す
る
方
向
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

軍縮国際法
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３

軍
縮
と
紛
争
の
平
和
的
解
決

紛
争
の
平
和
的
解
決
は
武
力
行
使
の
禁
止
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
。
紛
争
の
平
和
的
解
決
の
義
務
は
国
連
憲
章
上
規
定
さ
れ
て

い
る
が
、
具
体
的
ケ
ー
ス
に
な
る
と
、
外
交
的
手
段
の
場
合
は
安
全
保
障
理
事
会
の
調
停
で
あ
り
法
的
拘
束
力
を
持
た
な
い
し
、
国
際

司
法
裁
判
所
に
お
け
る
義
務
的
管
轄
権
の
受
諾
は
か
な
り
低
い
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
大
国
は
義
務
的
裁
判
管
轄
権
に
き
わ
め

て
消
極
的
で
あ
る
。

紛
争
を
平
和
的
に
解
決
す
べ
き
と
い
う
国
際
法
の
強
化
は
、
紛
争
を
武
力
に
よ
っ
て
解
決
す
る
可
能
性
を
削
減
さ
せ
、
そ
れ
は
軍
備

保
有
の
必
要
性
を
軽
減
さ
せ
、
軍
縮
の
進
展
に
貢
献
す
る
も
の
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
の
平
和
と
安
全
の
強
化
の
た
め
に
は
、

紛
争
の
平
和
的
解
決
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
一
層
整
備
し
、
そ
の
点
に
関
す
る
安
全
保
障
理
事
会
の
権
限
を
強
化
す
る
こ
と
も
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
ま
た
義
務
的
裁
判
管
轄
の
範
囲
を
徐
々
に
で
も
拡
大
す
る
方
向
が
探
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
強
制
的
な
平
和
的
解
決
の
範

囲
を
拡
大
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

個
別
的
な
軍
縮
措
置
と
し
て
、
領
域
外
の
非
軍
事
化
や
非
核
化
、
非
核
兵
器
地
帯
の
設
置
、
核
不
拡
散
な
ど
、
事
態
の
悪
化
を
前
も

っ
て
防
ぐ
と
い
う
予
防
的
性
質
を
も
つ
措
置
が
す
で
に
国
際
法
と
し
て
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
措
置
は
紛
争
予
防
の
役
割
を
果

た
し
て
お
り
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
と
い
う
側
面
か
ら
も
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
将
来
軍
事
的
対
立
が
予
想
さ
れ
る
と

こ
ろ
に
お
い
て
、
予
防
的
に
軍
縮
措
置
を
採
用
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
宇
宙
に
お
け
る
軍
備
競
争
が
危
惧
さ
れ

て
お
り
、
そ
こ
か
ら
紛
争
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
、
国
際
の
平
和
と
安
全
が
損
な
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
新
た
な
国
際
法
の

定
立
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
非
核
兵
器
地
帯
の
範
囲
を
拡
大
す
べ
き
で
あ
り
、
中
東
、
北
東
ア
ジ
ア
、
中
東
欧
な
ど
に
お
い
て
地
帯
設
置

の
努
力
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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４

軍
縮
と
集
団
的
安
全
保
障

国
家
が
軍
備
を
削
減
し
撤
廃
す
る
た
め
に
は
、
自
国
の
安
全
保
障
を
自
国
の
軍
事
力
以
外
に
依
存
す
る
制
度
の
構
築
が
必
要
と
さ
れ

る
。
連
盟
期
に
一
般
軍
縮
の
交
渉
が
成
功
し
な
か
っ
た
原
因
の
一
つ
で
か
つ
重
要
な
も
の
は
、
集
団
的
安
全
保
障
が
確
立
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
国
連
に
お
い
て
も
、
憲
章
上
は
集
団
的
安
全
保
障
が
備
え
ら
れ
て
い
る
が
、
第
四
三
条
の
特
別
協
定
が
締
結
さ

れ
な
い
な
ど
、
冷
戦
期
の
米
ソ
の
対
立
を
背
景
と
し
て
、
十
分
な
レ
ベ
ル
に
は
到
達
し
て
い
な
い
。

逆
に
国
家
が
高
い
水
準
の
軍
備
を
備
え
て
い
る
と
き
に
は
、
集
団
的
安
全
保
障
は
機
能
し
に
く
い
わ
け
で
あ
り
、
国
家
の
軍
備
水
準

が
低
い
ほ
ど
集
団
的
安
全
保
障
は
機
能
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
連
盟
規
約
で
は
、
国
の
安
全
と
集
団
安
全
保
障
に
よ
る
強
制
に
支
障
が

な
い
最
低
限
度
に
ま
で
軍
備
を
削
減
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。

大
平
善
梧
は
、「
軍
縮
の
前
提
要
件
に
、
安
全
保
障
が
あ
る
。
一
国
の
安
全
は
、
軍
縮
の
不
可
欠
な
前
提
で
あ
り
、
現
在
で
は
軍
縮

達
成
の
た
め
に
は
、
集
団
的
安
全
保
障
の
整
備
が
切
望
さ
れ
る
。
…
…
軍
縮
を
徹
底
し
て
、
各
国
の
軍
備
を
撤
廃
し
、
こ
れ
に
代
わ
っ

て
、
国
際
警
察
軍
を
設
定
で
き
た
と
す
れ
ば
、
軍
縮
は
究
極
に
お
い
て
、
集
団
的
安
全
保
障
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
る
。

(

�)

軍
縮
の
進
展
に
よ
り
集
団
的
安
全
保
障
制
度
構
築
の
条
件
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
集
団
的
安
全
保
障
制
度
の
強
化
に
よ
り
、
各
国

の
軍
備
の
重
要
性
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

お

わ

り

に

現
代
の
国
際
法
体
系
に
お
い
て
軍
縮
は
重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
お
り
、
特
に
武
力
紛
争
（
戦
争
）
に
反
対
す
る
法
（ju

s
con

tra

b
ellu

m

）
の
一
領
域
と
し
て
、
武
力
行
使
の
禁
止
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
、
集
団
的
安
全
保
障
と
相
互
依
存
関
係
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
領
域
に
お
け
る
国
際
法
の
発
展
が
相
乗
効
果
を
も
っ
て
、
国
際
の
平
和
と
安
全
を
強
化
し
て
い
く
。
現
在
の
部
分
的
軍
縮
を
一
層
進

軍縮国際法
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展
さ
せ
る
こ
と
が
、
他
の
領
域
で
の
進
展
を
促
す
と
と
も
に
、
他
の
領
域
で
の
進
展
が
軍
縮
を
促
進
す
る
も
の
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

国
際
社
会
は
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
領
域
に
お
い
て
、
小
さ
な
進
展
で
あ
っ
て
も
継
続
的
に
追
求
し
て
い
く
こ
と
が
国
際
の
平
和
と
安
全

に
と
っ
て
、
か
つ
す
べ
て
の
国
の
安
全
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(

�)
T

.N
.

D
u

p
u

y
an

d
G

.M
.

H
am

m
e

rm
an

,
A

D
ocu

m
en

ta
ry

H
istory

of
A

rm
s

C
on

trol
a

n
d

D
isa

rm
a

m
en

t(
R

.R
.

B
o

w
e

r
C

o
m

p
an

y
,

N
e

w
Y

o
rk

an
d

L
o

n
d

o
n
,

1
9

7
3)

,
p

p
.

1
6

�36
.

(

�)

Ｉ
・
カ
ン
ト
（
宇
都
宮
芳
明
訳
）『

永
遠
平
和
の
た
め
に
』(

岩
波
文
庫
、
一
九
八
五
年)

、
一
六
―
一
七
頁
。

(

�)

グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
ら
は
、「
要
約
す
れ
ば
、
連
盟
規
約
は
軍
備
縮
小
の
た
め
の
法
的
根
拠
を
設
定
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
憲
章
は
軍

備
規
制
の
た
め
の
『
原
則
』
お
よ
び
『
計
画
』
を
将
来
作
り
出
す
マ
シ
ナ
リ
ー
を
設
立
し
た
だ
け
で
あ
る
」
と
分
析
し
て
い
る

(
L

.M
.

G
o

o
d

rich
,

E
.

H
am

b
ro

an
d

A
.P

.
S

im
o

n
s,

C
h

a
rter

of
th

e
U

n
ited

N
a

tion
s,

3
rd

e
d
.,(

C
o

lu
m

b
ia

U
n

iv
e

rsity
P

re
ss,

1
9

6
9)

,
p

p
.

2
1

1

�

2
1

2
.)

。

(

�)

ま
た
二
〇
〇
四
年
四
月
に
、
大
量
破
壊
兵
器
が
非
国
家
行
為
体
に
渡
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
国
連
安
全
保
障
理
事
会
決
議
一
五
四

〇
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
は
国
連
憲
章
第
七
章
の
下
で
行
動
し
た
も
の
と
し
て
、
法
的
拘
束
力
あ
る
決
議
と
な
っ
て
い
る
。

(

�)

た
と
え
ば
、
第
一
回
国
際
連
盟
総
会
第
六
委
員
会
の
軍
縮
問
題
に
関
す
る
報
告
に
よ
れ
ば
、le

������
��

��
	

は
、la

lim
itatio

n
d
e

s

arm
e

m
e

n
ts

、la
��
�


�	�
�

d
e

s
arm

e
m

e
n

ts

と
並
ぶ
三
段
階
の
一
つ
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
制
限
、
削
減
と
は
別
の
「
撤
廃
」
と
し
て
捉

え
ら
れ
て
い
た
（
三
枝
茂
智
『
国
際
軍
備
縮
少
問
題
』(
新
光
社
、
昭
和
七
年)

、
六
七
二
頁)

。
な
お
欧
米
語
に
は
さ
ら
に
「
武
装
解
除
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
、
最
近
Ｄ
Ｄ
Ｒ
（d

isarm
am

e
n

t,
d

e
m

o
b

ilizatio
n
,

re
in

te
g

ratio
n

）
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
こ
の

側
面
は
取
り
扱
わ
な
い
。

(

�)

国
連
憲
章
第
一
一
条
の
「
軍
備
縮
小
」
の
英
語
は

d
isarm

am
e

n
t

で
あ
る
が
、
国
際
連
盟
規
約
第
八
条
の
「
軍
備
ヲ
縮
少
ス
ル
」
の

英
語
はre

d
u

ctio
n

o
f

arm
am

e
n

ts

で
あ
る
。
な
お
核
不
拡
散
条
約
第
六
条
の
「
核
軍
備
の
縮
小
」
はn

u
cle

ar
d

isarm
am

e
n

t

で
あ
る
。

(

�)
P

.J.
N

o
e

l
B

ak
e

r,
D

isa
rm

a
m

en
t,(

H
o

g
arth

P
re

ss,
L

o
n

d
o

n
,

1
9

2
7)

,
p
.

2
.

(

	)
L

.
O

p
p

e
n

h
e

im

＝H
.

L
au

te
rp

ach
t,

In
tern

a
tion

a
l

L
a

w
:

A
T

rea
tise,

V
o

l.
2
,

se
v
e

n
th

e
d
.,(

L
o

n
g

sm
an

,
1

9
5

2)
,

p
.

1
2

1
.
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(

�)
L

e
lan

d
M

.
G

o
o

d
rich

,
T

h
e

U
n

ited
N

a
tion

s,(
T

o
m

as
Y

.
C

ro
w

e
ll

C
o

m
p

an
y
,

N
e

w
Y

o
rk

,
1

9
5

9)
,

p
.

2
1

5
.

(

�)

大
平
善
梧
「
軍
縮
と
国
際
法
」『

横
田
先
生
還
暦
祝
賀
―
現
代
国
際
法
の
課
題
』(

有
斐
閣
、
一
九
五
八
年)

、
二
六
四
頁
。

(
�)

軍
縮
問
題
研
究
会
編
『
軍
縮
問
題
の
研
究
』(

国
民
出
版
協
会
、
昭
和
三
三
年)

、
一
頁
。

(
�)

In
is

L
.

C
lau

d
e

Jr.,
S

w
ord

s
in

to
P

low
sh

a
res,(

R
an

d
o

m
H

o
u

se
,

In
c.,

N
e

w
Y

o
rk

,
1

9
5

6)
,

p
.

2
8

6
.

(

�)
H

an
s

J.
M

o
rg

e
n

th
au

,
P

olitics
a

m
on

g
N

a
tion

s,
5

th
e

d
.,(

A
lfre

d
A

.
K

n
o

p
f,

N
e

w
Y

o
rk

,
1

9
7

8)
,

p
.

3
9

3
.

(

�)

前
田
寿
「
核
時
代
の
軍
縮
交
渉
」『

軍
縮
問
題
の
研
究
（
国
際
政
治
三
二
号)』

(

日
本
国
際
政
治
学
会
、
一
九
六
五
年)

、
三
二
頁
。

(

�)
T

h
o

m
as

C
.

S
ch

e
llin

g
an

d
M

o
rto

n
H

.
H

alp
e

rin
,

S
tra

tegy
a

n
d

A
rm

s
C

on
trol,

(
T

h
e

T
w

e
n

tie
th

C
e

n
tu

ry
F

u
n

d
,

N
e

w
Y

o
rk

,

1
9

6
1)

,
p
.

2
.

(

�)
L

o
u

is
H

e
n

k
in
(

e
d
.)

,
A

rm
s

C
on

trol:
Issu

es
for

th
e

P
u

b
lic,(

P
re

n
tice

-H
all,

In
c.,

N
.J.,

1
9

6
1)

,
p
.

4
.

(

	)
H

ad
le

y
B

u
ll,

T
h

e
C

on
trol

of
A

rm
s

R
a

ce,(
In

stitu
te

fo
r

S
trate

g
ic

S
tu

d
ie

s,
1

9
6

1)
,

p
.

ix
.

(


)
T

h
o

m
as

L
arso

n
,

D
isa

rm
a

m
en

t
a

n
d

S
oviet

P
olicy

1
9

6
4

�19
6

8
,(

P
re

n
tice

-H
all

In
c.,

N
.J.,

1
9

6
9)

,
p
.

4
.

(

�)
A

rth
u

r
T

.
H

ad
le

y
,

T
h

e
N

a
tion

’s
S

a
fety

a
n

d
A

rm
s

C
on

trol,(
V

ik
in

g
P

re
ss,

N
e

w
Y

o
rk

,
1

9
6

1)
,

p
p
.

3

�4.

(


)

こ
の
よ
う
に
、
軍
縮
と
軍
備
管
理
を
分
離
・
対
立
さ
せ
、
軍
備
管
理
を
重
視
す
る
考
え
に
対
し
て
は
、
こ
れ
は
軍
縮
と
い
う
究
極
の
目

的
を
見
失
わ
せ
、
軍
備
管
理
か
ら
軍
縮
へ
の
連
続
性
を
切
断
し
、
軍
備
管
理
か
ら
軍
縮
へ
進
む
と
い
う
考
え
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
の

反
論
（A

n
d

re
w

M
artin

,
L

ega
l

A
sp

ect
of

D
isa

rm
a

m
en

t,(
B

ritish
In

stitu
te

o
f

In
te

rn
atio

n
al

an
d

C
o

m
p

arativ
e

L
aw

,
L

o
n

d
o

n
,

1
9

6
3)

,

p
.

2
7
.)

、
さ
ら
に
軍
縮
の
成
果
が
わ
ず
か
で
あ
り
ま
た
皆
無
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
軍
備
管
理
措
置
を
受
容
す
る
方
向
に
思
想
と
行
動
を
向

け
さ
せ
て
い
る
の
は
残
念
で
あ
り
、
軍
備
管
理
と
い
う
用
語
の
使
用
を
拒
否
す
べ
き
だ
（A

lv
a

M
y

rd
al,

T
h

e
G

a
m

e
of

D
isa

rm
a

m
en

t:

H
ow

th
e

U
n

ited
S

ta
tes

&
R

u
ssia

R
u

n
th

e
A

rm
s

R
a

ce,(
P

an
th

e
o

n
B

o
o

k
,

N
e

w
Y

o
rk

,
1

9
7

6)
,

p
p
.

x
x

x
iii

�xx
x

iv
.

）
と
い
う
、
す
る
ど

い
批
判
が
当
時
か
ら
存
在
し
て
い
た
。

(

�)
C

h
alm

e
rs

M
.

R
o

b
e

rts,
T

h
e

N
u

clea
r

Y
ea

rs
:

T
h

e
A

rm
s

R
a

ce
a

n
d

A
rm

s
C

on
trol

1
9

4
5

�19
7

0
,
(

P
rae

g
e

r
P

u
b

lish
e

rs,
N

.Y
.,

1
9

7
0)

,
p
.

5
4
.

(

�)
U

n
ite

d
S

tate
s

A
rm

s
C

o
n

tro
l

an
d

D
isarm

am
e

n
t

A
g

e
n

cy
,

D
ocu

m
en

ts
on

D
isa

rm
a

m
en

t
1

9
6

1
,
(

U
.S

.
G

o
v

e
rn

m
e

n
t

P
rin

tin
g

O
ffice

,
1

9
6

2)
p
.

4
8

3
.
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(

�)
R

ich
ard

D
e

an
B

u
rn

s,
“

A
n

In
tro

d
u

ctio
n

to
A

rm
s

C
o

n
tro

l
an

d
D

isarm
am

e
n

t,”
R

ich
ard

D
e

an
B

u
rn

s
(

e
d
.)

,
E

n
cyclop

ed
ia

on

A
rm

s
C

on
trol

a
n

d
D

isa
rm

a
m

en
t,

V
o

l.
I,(

C
h

arle
s

S
crib

n
e

r’s
S

o
n

s,
N

e
w

Y
o

rk
,

1
9

9
3)

,
p

p
.

3

�6.

(
�)

日
本
の
外
務
省
も
、
二
〇
〇
二
年
五
月
に
『
わ
が
国
の
軍
縮
外
交
』
を
刊
行
し
た
が
、
二
〇
〇
四
年
四
月
に
は
『
日
本
の
軍
縮
・
不
拡

散
外
交
』
を
刊
行
し
、「
不
拡
散
」
の
用
語
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
外
務
省
の
組
織
は
、
一
九
七
六
年
五
月
に
国
連
局
政
治
課
軍
縮
室

が
設
置
さ
れ
、
一
九
七
八
年
四
月
に
国
連
局
軍
縮
課
と
な
り
、
一
九
九
三
年
七
月
に
は
総
合
外
交
政
策
局
軍
備
管
理
・
科
学
審
議
官
組
織
軍

備
管
理
軍
縮
課
と
な
り
、
二
〇
〇
四
年
八
月
に
は
、
総
合
外
交
政
策
局
軍
縮
不
拡
散
・
科
学
部
軍
備
管
理
軍
縮
課
と
変
遷
し
て
き
て
い
る
。

(

�)

本
稿
に
お
い
て
「
軍
縮
」
の
用
語
を
用
い
る
こ
と
の
正
当
性
は
、
以
下
三
に
お
い
て
検
討
す
る
国
際
法
教
科
書
に
お
け
る
用
語
の
使
用

方
法
か
ら
も
強
化
さ
れ
る
。
日
本
の
教
科
書
は
、
す
べ
て
「
軍
縮
」
と
い
う
用
語
を
含
ん
で
お
り
、
大
部
分
は
「
軍
縮
」
を
単
独
で
用
い
て

い
る
。「
軍
備
管
理
」
を
「
軍
縮
」
と
並
べ
て
使
用
す
る
場
合
に
も
、「
軍
縮
・
軍
備
管
理
」
と
軍
縮
が
先
に
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
米
国
の
よ

う
に
「
軍
備
管
理
・
軍
縮
」
と
記
述
す
る
の
は
き
わ
め
て
ま
れ
で
あ
る
。
米
国
で
は
一
般
に
「
軍
備
管
理
」
の
み
か
「
軍
備
管
理
・
軍
縮
」

と
記
述
さ
れ
る
が
、
カ
ナ
ダ
の
教
科
書
お
よ
び
ド
イ
ツ
語
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
語
の
教
科
書
で
は
、「
軍
縮
」
と
い
う
用
語
が
基
本
的
で
あ
り
、

軍
備
管
理
が
補
足
的
に
追
加
さ
れ
た
「
軍
縮
・
軍
備
管
理
」
を
使
用
す
る
か
、「
軍
備
規
制
」
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

(

�)

藤
田
久
一
は
、
軍
縮
の
広
い
意
味
を
使
用
す
る
と
し
て
、
軍
備
、
軍
隊
、
軍
事
支
出
の
規
制
、
制
限
、
削
減
、
撤
廃
を
含
み
、
ま
た
兵

器
の
開
発
、
実
験
、
生
産
、
配
備
、
展
開
、
拡
散
、
移
転
、
使
用
の
制
限
ま
た
は
禁
止
を
包
含
す
る
と
す
る
（
藤
田
久
一
『
軍
縮
の
国
際
法
』

(

日
本
評
論
社
、
一
九
八
五
年)

、
一
―
二
頁)

。

(

�)

リ
セ
ン
（�

�
��
�

）
は
、「
軍
備
の
存
在
に
関
し
て
と
ら
れ
る
措
置
は
戦
争
法
の
条
約
義
務
か
ら
生
じ
る
措
置
と
は
本
質
的
に
異
な
る
。

戦
争
法
に
従
っ
た
措
置
は
戦
時
に
有
効
で
あ
る
（ju

s
in

b
e

llo

）
が
、
軍
縮
措
置
は
平
時
に
有
効
で
あ
る
（ju

s
p

acis)

。
二
つ
の
タ
イ
プ

の
条
約
の
目
的
が
異
な
る
の
で
、
兵
器
の
存
在
の
規
制
と
使
用
の
規
制
は
、
独
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
区
別
す
べ
き
異
な
る
秩
序

で
あ
る
」
と
述
べ
る
（�

��	�
�
�
��
�
,

In
tern

a
tion

a
l

R
egu

la
tion

of
A

rm
a

m
en

ts
:

T
h

e
L

a
w

of
D

isa
rm

a
m

en
t,
(

Iu
stu

s
F

o
rlag

A
B

,

U
p

p
sala,

1
9

9
0)

,
p

p
.

5
5

�

5
6
.

）
藤
田
も
、ju

s
ad

b
e

llu
m

と

ju
s

in
b
e

llo

と
の
表
面
的
な
矛
盾
は
、
両
者
が
自
律
性
を
も
っ
て
作
用
す
る

こ
と
か
ら
、
両
者
の
基
本
的
区
別
に
よ
り
解
決
さ
れ
る
と
し
、
両
者
の
基
本
的
な
区
別
を
強
調
す
る
（
藤
田
久
一
『
国
際
人
道
法
』
新
版
、

(

有
信
堂
、
一
九
九
三
年)

、
三
九
頁)

。

(

�)

そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
軍
備
管
理
の
軍
備
は

“
arm

s”

の
訳
で
あ
る
が
、
こ
の
英
語
は
「
軍
備
」
の
み
な
ら
ず
「
戦
闘
」
を
も
意
味
す

論 説
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る
の
で
、
そ
こ
に
は
「
戦
闘
管
理
」
と
い
う
要
素
も
含
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(

�)

石
川
卓
「
ミ
サ
イ
ル
防
衛
と
「
軍
備
管
理
の
終
焉｣

」
黒
澤
満
編
『
大
量
破
壊
兵
器
の
軍
縮
論
』(

信
山
社
、
二
〇
〇
四
年)

、
九
〇
―

九
二
頁
。Is

A
rm

s
C

o
n

tro
l

D
e

ad
?

と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
下
で
、
こ
の
問
題
を
分
析
し
て
い
る
二
つ
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー
（H

aro
ld

B
ro

w
n
,

Jam
e

s
S

ch
le

sin
g
e

r

）
お
よ
び
四
つ
の
論
文
（T

h
o

m
as

G
rah

am
,

Jo
h

n
S

te
in

b
ru

n
e

r,
S

te
p

h
e

n
C

am
b

o
n

e
,

B
rad

R
o

b
e

rt

）
を
参
照

(
W

a
sh

in
gton

Q
u

a
rterly,

V
o

l.
2

3
,

N
o
.

2
,

S
p

rin
g

2
0

0
0
,

p
p
.

1
7

3

�23
2
.)

。

(

�)

ロ
シ
ア
で
は
こ
の
語
は
使
用
さ
れ
ず
軍
縮
の
部
分
的
措
置
な
ど
が
使
用
さ
れ
る
。
国
連
に
お
い
て
は
、
軍
縮
委
員
会
、
国
連
軍
縮
特
別

総
会
、
国
連
平
和
・
軍
縮
地
域
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
事
務
次
長
の
ポ
ス
ト
も
軍
縮
担
当
で
あ
る
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
交
渉
機
関
も
、
一
八
カ
国

軍
縮
委
員
会
、
軍
縮
委
員
会
会
議
、
軍
縮
委
員
会
、
軍
縮
会
議
と
名
称
を
変
更
し
て
い
る
が
、
一
貫
し
て
軍
縮
を
使
用
し
て
い
る
。

(

�)

本
稿
で
は
個
々
の
軍
縮
条
約
の
国
際
法
か
ら
の
分
析
は
行
わ
な
い
の
で
、
筆
者
に
よ
る
以
下
の
著
書
を
参
照
。『
現
代
軍
縮
国
際
法
』

(

一
九
八
六
年
、
西
村
書
店)
、『
軍
縮
国
際
法
の
新
し
い
視
座
』(

一
九
八
六
年
、
有
信
堂)

、『
核
軍
縮
と
国
際
法
』(

一
九
九
二
年
、
有
信

堂)

、『
核
軍
縮
と
国
際
平
和
』(
一
九
九
九
年
、
有
斐
閣)

、『
軍
縮
国
際
法
』(

二
〇
〇
三
年
、
信
山
社)

、『
軍
縮
問
題
入
門
（
新
版)

』(

二

〇
〇
五
年
、
東
信
堂)

。

(

�)

日
本
の
教
科
書
は
ほ
ぼ
す
べ
て
が
、
軍
縮
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
外
国
の
教
科
書
で
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
以

下
の
教
科
書
は
軍
縮
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
。J.L

.
B

rie
ly

,
T

h
e

L
a

w
of

N
a

tion
s
;

Ian
B

ro
w

n
lie

,
P

rin
cip

les
of

P
u

b
lic

In
tern

a
tion

a
l

L
a

w
,

JG
S

tark
,

In
trod

u
ction

to
In

tern
a

tion
a

l
L

a
w

;
M

.
A

k
e

h
u

rst,
M

od
ern

In
trod

u
ction

to
In

tern
a

tion
a

l
L

a
w

;
O

.
S

ch
ach

te
r,

In
tern

a
tion

a
l

L
a

w
in

T
h

eory
a

n
d

P
ra

ctice
;

G
.

D
ah

m
,

J.
D

e
lb

ru
ck

,
R

.
W

o
lfru

m
,
�
���������	;

C
h
.

R
o

u
sse

au
,

D
roit

In
tern

a
tion

a
l

P
u

b
lic

;
A

.
V

e
rd

ro
ss,

B
.

S
im

m
a,

U
n

iverselles
�
���������	:

T
h

eorie
u

n
d

P
ra

xis.

(

�)

小
寺
彰
・
岩
沢
雄
司
・
森
田
章
夫
編
『
講
義
国
際
法
』(
有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年)

、
四
八
一
頁
。

(

�)

田
畑
茂
二
郎
『
国
際
法
新
講
・
下
』(

東
信
堂
、
一
九
九
一
年)
、
二
五
五
―
二
七
三
頁
。
た
だ
「
第
三
章

安
全
保
障
」
の
総
説
部
分

で
、「
国
際
平
和
維
持
の
観
点
か
ら
い
ま
一
つ
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
な
問
題
は
、
軍
縮
（d

isarm
am

e
n

t

）
の
問
題
で
あ
る
。
…
…

南
極
条
約
や
宇
宙
条
約
、
あ
る
い
は
後
で
み
る
核
兵
器
そ
の
他
の
兵
器
の
規
制
に
か
か
わ
る
条
約
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
軍
備
管
理
（arm

s

co
n

tro
l

）
の
面
で
若
干
の
条
約
が
成
立
し
た
が
、
軍
縮
の
面
で
は
、
な
お
問
題
を
残
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
一
七
二
―
一
七
三
頁)

。

(

�)

米
国
の
基
本
的
な
教
科
書
で
あ
る
ヘ
ン
キ
ン
（H

e
n

k
in

）
等
『
国
際
法
―
判
例
と
資
料
』
第
二
版
で
は
、「
第
一
四
章

武
力
の
使
用
」

軍縮国際法
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の
下
で
、
国
家
に
よ
る
武
力
行
使
、
内
戦
へ
の
介
入
、
武
力
の
集
団
的
使
用
、「
軍
備
管
理
・
軍
縮
」
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
た
が
、
第
三

版
で
は
、
戦
争
法
が
追
加
さ
れ
、
軍
備
管
理
・
軍
縮
と
と
も
に
、
戦
争
法
と
兵
器
管
理
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
（L

o
u

is
H

e
n

k
in

,

R
ich

ard
C

.
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,
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ch

ach
te
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8
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9
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�

1
0
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T
h

ird
E

d
.,(

1
9

9
3)

,
p

p
.

1
0

3
9

�10
4

5
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。

(

�)
高
野
雄
一
『
全
訂
新
版
国
際
法
概
論
・
下
』(

弘
文
堂
、
昭
和
六
一
年)

、
四
〇
七
―
四
二
八
頁
。
国
際
法
学
会
が
刊
行
し
た
『
国
際
法

講
座
』
に
お
い
て
も
、
高
野
雄
一
は
「
第
一
〇
章

安
全
保
障
」
の
中
の
「
第
三
節

集
団
的
安
全
保
障
」
の
中
で
「
軍
備
縮
小
」
を
取
り

扱
っ
て
い
る
（
国
際
法
学
会
編
『
国
際
法
講
座
第
三
巻
』(

有
斐
閣
、
昭
和
二
九
年)

、
四
六
―
七
四
頁)

。

(

�)

山
本
草
二
『
国
際
法
』
新
版
、(

有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年)

、
七
〇
七
―
七
一
四
頁
。

(

�)

松
井
芳
郎
・
佐
分
晴
夫
・
坂
元
茂
樹
・
小
畑
郁
・
松
田
竹
男
・
田
中
則
夫
・
岡
田
泉
・
薬
師
寺
公
夫
『
国
際
法
』
第
四
版

(

有
斐
閣
、

二
〇
〇
二
年)

、
二
九
四
―
二
九
六
頁
。

(

�)

高
林
秀
雄
・
山
手
治
之
・
小
寺
初
世
子
・
松
井
芳
郎
編
『
国
際
法
Ⅱ
』(

東
信
堂
、
一
九
九
一
年)

、
一
七
一
―
一
八
二
頁
。

(

�)

寺
澤
一
・
山
本
草
二
・
広
部
和
也
編
『
標
準
国
際
法
』(

新
版)

、（
青
林
書
院
、
一
九
九
七
年)

、
四
六
七
―
四
七
六
頁
。

(

�)

藤
田
久
一
『
国
際
法
講
義
Ⅱ
人
権
・
平
和
』(

東
大
出
版
会
、
一
九
九
四
年)

、
四
二
一
―
四
二
二
頁
。

(

�)

栗
林
忠
男
『
現
代
国
際
法
』(

慶
應
義
塾
大
学
出
版
、
一
九
九
九
年)

、
五
二
六
―
五
三
二
頁
。
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.
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(

�)

大
沼
保
昭
編
著
『
資
料
で
読
み
解
く
国
際
法
・
下
』
第
二
版
（
東
信
堂
、
二
〇
〇
五
年)

、
一
五
四
―
一
九
〇
頁
。

(

�)

月
川
倉
夫
・
家
正
治
・
戸
田
五
郎
『
講
義
国
際
法
入
門
』(

嵯
峨
野
書
院
、
二
〇
〇
一
年)

、
三
〇
一
―
三
三
一
頁
。

(

�)

国
際
法
学
会
編
『
日
本
と
国
際
法
の
一
〇
〇
年
―
第
一
〇
巻
安
全
保
障
』(

三
省
堂
、
二
〇
〇
一
年)

、
二
二
九
―
二
六
二
頁
。

(

	)

大
沼
保
昭
編
集
代
表
『
国
際
条
約
集
二
〇
〇
六
』(

有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年)

、
七
二
六
―
七
六
四
頁
。

(


)

松
井
芳
郎
編
集
代
表
『
ベ
ー
シ
ッ
ク
条
約
集
―
二
〇
〇
六
年
版
』(

東
信
堂
、
二
〇
〇
六
年)

、
九
六
二
―
一
〇
〇
九
頁
。

(

�)

広
部
和
也
・
杉
原
高
嶺
編
集
代
表
『
解
説
条
約
集
二
〇
〇
六
』(

三
省
堂
、
二
〇
〇
六
年)

、
七
二
一
―
七
五
一
頁
。

(

�)

特
に
核
兵
器
の
使
用
を
巡
る
諸
問
題
を
、
従
来
のju

s
in

b
ello

の
中
で
す
べ
て
捉
え
る
こ
と
に
は
若
干
の
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
非
核
兵
器
地
帯
の
議
定
書
に
お
け
る
約
束
、
消
極
的
安
全
保
証
、
先
行
不
使
用
、
一
九
九
六
年
の
「
核
兵
器
の
使
用
ま
た
は
威
嚇
の
合

法
性
」
に
関
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
勧
告
的
意
見
な
ど
に
共
通
す
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
、
純
粋
に
武
力
紛
争
時
に
お
け
る
核
兵
器
の
「
使
用
」
の
み

を
取
り
扱
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
武
力
紛
争
発
生
以
前
に
お
け
る
核
兵
器
の
「
使
用
の
威
嚇
」
を
も
取
り
扱
っ
て
お
り
、
国
連
憲
章
第
二

四
条
四
項
の
規
定
と
似
通
っ
た
も
の
に
な
り
、
単
な
る
「
武
力
紛
争
時
に
お
け
る
使
用
の
禁
止
」
以
上
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
化
学
兵
器
禁
止
条
約
お
よ
び
対
人
地
雷
禁
止
条
約
は
そ
れ
ら
の
「
使
用
」
の
み
を
禁
止
し
て
い
る
。

(


)
In

is
C

lau
d

e
Jr.,

su
p

ra
n

ote
1

2
,

p
p
.

2
8

7

�28
9
.

松
井
も
、「
国
際
連
盟
の
時
期
に
議
論
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
集
団
安
全
保
障
、
紛
争

の
平
和
的
解
決
お
よ
び
軍
縮
の
「
三
位
一
体
」
に
よ
る
平
和
の
実
現
と
い
う
考
え
方
を
も
う
一
度
取
り
上
げ
て
そ
の
可
能
性
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
」
と
述
べ
る
（
松
井
芳
郎
『
国
際
法
か
ら
世
界
を
見
る
』
第
二
版
、(

東
信
堂
、
二
〇
〇
四
年)

、
二
一
九
頁)

。

(

�)

高
野
雄
一
『
前
掲
書
』
注(

�)

、
四
一
一
頁
。

軍縮国際法
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(

�)

内
山
正
熊
「
軍
縮
の
現
代
的
意
義
」『

法
学
研
究
』
第
三
四
巻
五
号
、
一
九
五
七
年
、
三
七
―
三
八
頁
。

(
�)

大
平
善
梧
「
前
掲
論
文
」(

注
�)

、
二
七
〇
―
二
七
一
頁
。

(
�)
こ
の
考
え
に
対
し
、
武
力
行
使
の
禁
止
な
し
に
軍
縮
を
語
る
こ
と
は
意
味
が
な
い
と
し
、
国
連
憲
章
第
二
条
四
項
の
明
確
な
義
務
が
軍

縮
お
よ
び
軍
備
規
制
の
義
務
の
十
分
な
法
的
根
拠
で
あ
り
、
基
本
原
則
に
入
る
こ
と
な
く
そ
の
具
体
的
措
置
を
第
一
一
条
、
二
六
条
、
四
七

条
で
規
定
す
る
だ
け
で
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
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国
連
憲
章
上
軍
縮
の
義
務
が
存
在
す
る
と
す
る
考
え
に
つ
い
て
は
、
以
下
参
照
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(

�)

大
平
善
梧
「
前
掲
論
文
」
注(

�)

、
二
六
五
頁
。
マ
ダ
リ
ア
ガ
（M

ad
ariag

a

）
も
、「
軍
縮
問
題
の
解
決
は
そ
の
問
題
自
体
の
中
に
は

見
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
外
に
あ
る
。
事
実
、
軍
縮
の
問
題
は
軍
縮
の
問
題
で
は
な
い
。
そ
れ
は
本
当
は
世
界
共
同
体
の
組
織
化
の
問

題
で
あ
る
」
と
分
析
す
る
（S
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r

d
e

M
ad
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